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建設環境委員会会議録 
 
平成３１年３月１３日 水曜日 

  午前１０時００分開議 

  午後 ４時４８分閉議（実時間３０７分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第１号・平成３０年度八代市一般会計

補正予算・第１３号（関係分） 

１．議案第３３号・平成３０年度八代市一般会

計補正予算・第１４号（関係分） 

１．議案第３号・平成３０年度八代市下水道事

業会計補正予算・第３号 

１．議案第４号・平成３１年度八代市一般会計

予算（関係分） 

１．議案第３４号・平成３１年度八代市一般会

計補正予算・第１号（関係分） 

１．議案第９号・平成３１年度八代市農業集落

排水処理施設事業特別会計予算 

１・議案第１０号・平成３１年度八代市浄化槽

市町村整備推進事業特別会計予算 

１．議案第１６号・平成３１年度八代市下水道

事業会計予算 

１．議案第１８号・市道路線の認定について 

１．議案第２４号・八代市建築基準条例の一部

改正について 

１．議案第２５号・八代市手数料条例の一部改

正について 

１．平成３０年陳情第４号・八代市中心市街地

活性化に伴う八代市袋町町内旧河川堤防

「とも」一部撤去について 

１．所管事務調査 

 ・都市計画・建設工事に関する諸問題の調査 

 ・生活環境に関する諸問題の調査 

 （八代市景観計画について） 

 （第３次八代市地球温暖化対策実行計画〔事

務事業編〕について） 

 （八代市災害廃棄物処理計画について） 

 （千丁支所管内一般廃棄物収集運搬業務委託

契約訴訟について） 

 （環境センター建設事業の完了について） 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  中 村 和 美 君 

副委員長  百 田   隆 君 

委  員  太 田 広 則 君 

委  員  谷 川   登 君 

委  員  田 方 芳 信 君 

委  員  堀   徹 男 君 

委  員  山 本 幸 廣 君 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 市民環境部長    潮 崎   勝 君 

  市民環境部次長  稲 本 俊 一 君 

  環境課長     武 宮   学 君 
 
  環境課長補佐兼 
           藤 澤 智 博 君 
  くらし環境係長 
 

  循環社会推進課長 坂 口 初 美 君 
 
  循環社会推進課副主幹 
           田 中 和 彦 君 
  兼廃棄物指導係長 
 
 
  循環社会推進課副主幹 
           竹 井 公 一 君 
  兼循環社会推進係長 
 
 
  理事兼 
           山 口 敏 朗 君 
  環境センター建設課長 
 

  環境センター管理課長 田 中   孝 君 

 建設部長      松 本 浩 二 君 
 
  建設部総括審議員 
           倉 光 宏 一 君 
  兼次長 
 

  建設部次長    楠 本 研 二 君 

  下水道総務課長  久木田 昌 一 君 

  建築指導課長   宮 端 晋 也 君 

  土木課長     西   竜 一 君 

  理事兼建築住宅課長 下 村 孝 志 君 
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  用地課長     志 水 浩 二 君 

  建設政策課長   涌 田 直 美 君 
 
  理事兼 
           福 田 新 士 君 
  下水道建設課長 
 
 
  下水道建設課長補佐兼 
           南   浩 一 君 
  水処理センター場長 
 
 
  下水道建設課副主幹兼 
           髙 田 裕 樹 君 
  計画係長 
 

                              

○記録担当書記     上 野 洋 平 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（中村和美君） 皆さん、おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり） 

 それでは、定刻となり、定足数に達しました

ので、ただいまから建設環境委員会を開会いた

します。 

 本日の委員会に付します案件は、さきに配付

してあります付託表のとおりであります。 

                              

◎議案第１号・平成３０年度八代市一般会計補

正予算・第１３号（関係分） 

○委員長（中村和美君） 最初に、予算議案の

審査に入ります。 

 議案第１号・平成３０年度八代市一般会計補

正予算・第１３号中、当委員会関係分を議題と

し、説明を求めます。 

 まず、歳出の第４款・衛生費について、市民

環境部より説明願います。 

○市民環境部長（潮崎 勝君） 皆さん、おは

ようございます。（｢おはようございます」と

呼ぶ者あり）市民環境部、潮崎です。 

 それでは、本委員会に付託されました議案の

うち、議案第１号・平成３０年度八代市一般会

計補正予算・第１３号の衛生費中、市民環境部

関係につきまして、稲本次長に説明いたさせま

すので、よろしくお願いいたします。 

○市民環境部次長（稲本俊一君） 皆さん、お

はようございます。（｢おはようございます」

と呼ぶ者あり）市民環境部の稲本でございま

す。よろしくお願いいたします。 

 座らせていただきまして説明いたしますの

で、よろしくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○市民環境部次長（稲本俊一君） それでは、

議案第１号・平成３０年度八代市一般会計補正

予算書・第１３号について御説明いたします。 

 別冊の補正予算書・第１３号でございます

が、１９ページをお開きください。よろしいで

しょうか。 

 上段になりますけども、歳出の款４・衛生

費、項１・保健衛生費、目３・斎場管理費の補

正前の額１億１８７万１０００円に対し、生活

環境事務組合負担金事業（火葬場）について１

２０万３０００円の補正をお願いし、補正後の

額を１億３０７万４０００円とするものでござ

います。なお、財源は一般財源でございます。 

 今回、補正をお願いする理由でございます

が、平成１８年度に、八代市民と氷川町民が八

代市斎場と東陽斎場を同一料金で利用できるよ

う、八代市と氷川町、生活環境事務組合との間

で斎場相互利用協定を締結しております。 

 平成３０年度は、６月から９月にかけて、八

代市斎場の火葬炉の大規模改修を実施した影響

により、東陽斎場の利用件数が当初の見込みを

上回る件数となったことから、斎場相互利用協

定に基づき、不足する負担金の補正をお願いす

るものでございます。 

 以上で説明を終わります。御審議方、よろし

くお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○委員（山本幸廣君） 今、説明があったんで

すけれども、これに関連してなんですけれど

も、まあ、今回については補正を認めるわけで
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すけれども、斎場で、あと納骨の余ったのを保

管するところが何カ所かあるじゃないですか。

今のうちの八代市斎場に行けば、納骨が終わ

る、そして骨壺に入り切れないものの処分、灰

の処分等々を２カ所ぐらい、１カ所かな、うち

のあそこだけですか、ちょっとそれが一件、関

連で聞かせてもらって。委員長、よろしいです

か、関連で。済みません。わからんばよか、後

からでもよろしければ。 

○環境課長補佐兼くらし環境係長（藤澤智博

君） 今、議員から御質問のありました、斎場

での収骨の後に残りました残骨について、御説

明させていただきます。 

 残骨につきましては、八代市斎場の場合は一

旦残骨を入れる収蔵庫がありますので、そちら

のほうに入れまして、現在はそれを池田商店と

いう熊本の業者さんのほうにお願いいたしまし

て、そちらのほうの埋蔵できるところに全て埋

蔵しているという状況でございます。それに伴

いまして、年に１回、私ども職員が行きまし

て、最後に慰霊祭をしているという状況でござ

います。 

 以上でございます。 

○委員（山本幸廣君） そこでですね、鏡に１

カ所あると思うんですよね。鏡に１カ所、八代

の今の斎場の横に。これをですね、今の状況で

集約をして、それでそこの整備もですね、考え

る必要があるんじゃなかろうかなというふうに

ふと思ったもんですから、この関連でですけれ

どもですね、そこらあたりについて確認をしな

がらですね、していただければなと思いますけ

ども、誰か、そこらあたり２カ所を知っとる人

はおるかな。 

○環境課長補佐兼くらし環境係長（藤澤智博

君） 議員の御質問なんですけれども、ちょっ

と私どもでは確認はしておりませんが、多分、

昔の鏡の火葬場の跡地に、もしかしたらそうい

うのがあるかもしれませんので、私どものほう

でそこを確認いたしまして、今後の方策につい

ては、また部長たちと相談したいと思っており

ますので、よろしくお願いいたします。（委員

山本幸廣君「はい、結構です」と呼ぶ） 

○委員長（中村和美君） ほかにありません

か。 

○委員（田方芳信君） これは見込みを上回っ

たっていうことは、どのぐらい上回ってきてい

るんですかね。 

○環境課長（武宮 学君） 環境課の武宮でご

ざいます。よろしくお願いします。 

 ただいまの質問でございますが、今回、補正

をお願いします１２０万３０００円、この内訳

でございますけれども、大人８０体分ほど見込

みよりもちょっと多かったということで、今回

補正をお願いしているところでございます。 

 以上でございます。よろしくお願いします。 

○委員（田方芳信君） はい、ありがとうござ

います。 

○委員長（中村和美君） いいですか。ほかに

ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で、

第４款・衛生費について終了します。 

 執行部入れかえのため小会します。 

（午前１０時０７分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時０９分 本会） 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、歳出の第７款・土木費について、建設

部より説明願います。 

○建設部長（松本浩二君） 皆さん、おはよう

ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり）建設部長の松本でございます。 
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 本委員会に付託されました補正予算議案のう

ち、建設部所管分につきまして、倉光建設部総

括審議員兼次長及び関係課長から説明をいたさ

せます。よろしくお願いいたします。 

○建設部総括審議員兼次長（倉光宏一君） お

はようございます。（｢おはようございます」

と呼ぶ者あり）建設部の倉光でございます。 

 議案第１号・平成３０年度八代市一般会計補

正予算・第１３号の建設部所管分につきまして

説明させていただきます。よろしくお願いいた

します。 

 着座にて説明してよろしいでしょうか。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○建設部総括審議員兼次長（倉光宏一君） ま

ず、議案第１号は、国の補正予算に伴いまし

て、平成３１年度に予定しております事業の一

部を前倒しして実施するため、国への要求額を

もとに、補正をお願いするものでございます。 

 それでは、お手元の議案第１号・平成３０年

度八代市一般会計補正予算書・第１３号をお願

いいたします。 

 予算書の３ページをお開きください。 

 第１表・歳入歳出予算補正のうち、歳出につ

いて御説明いたします。 

 款７・土木費を７億３８８５万増額補正しま

して、補正後の額は６２億３１２７万６０００

円としております。 

 その内訳は、項２・道路橋梁費を４億６４０

０万円増額、項４・港湾費を２億７４８５万円

増額するものでございます。 

 次に、目ごとの詳細を御説明いたします。 

 ２０ページをお開きください。２０ページの

下の表でございます。 

 款７・土木費、項２・道路橋梁費、目２・道

路維持費に補正額２億１１００万円を加えまし

て、６億７７６万７０００円としております。 

 補正額の財源内訳につきましては、国庫支出

金が１億５５０万円、地方債が１億５５０万円

でございます。 

 補正額の内訳は、節１３・委託料を４２００

万円、節１５・工事請負費を１億６９００万円

増額するものでございます。内容につきまして

は、表の右、説明欄に記載しております道路維

持事業でございます。委託料の４２００万円に

つきましては、泉町の市道朴の木線ほか３路線

の災害防除工事のための測量設計でございま

す。 

 ここで、別冊の建設環境委員会資料をごらん

ください。右肩に建設環境委員会資料と書いて

いる、議案第１号の別冊でございます。 

 別冊資料の１ページに工事請負費の実施予定

一覧表を記載しております。２ページ目から４

ページに、工事実施予定箇所を地図に示してお

ります。 

 工事請負費の１億６９００万円につきまして

は、２ページ、八代東高校前を通ります市道中

央線ほか３路線の舗装工事分８２００万円と、

３ページ、坂本町の市道合志野・中鶴線ほか３

路線及び４ページの泉町の市道朴の木線ほか１

路線の災害防除工事分８７００万円でございま

す。 

 次に、予算書の２０ページに戻っていただき

まして、目３・道路新設改良費に補正額１億１

３００万円を加えまして、９億７８６４万９０

００円としております。 

 補正額の財源内訳につきましては、国庫支出

金が６２１５万円、地方債が５０８０万円、一

般財源が５万円でございます。 

 補正額の内訳につきましては、節１３・委託

料を３００万円、節１５・工事請負費を１億１

０００万円増額するものでございます。内容

は、表の右、説明欄に記載しております市内一

円道路改良事業でございます。委託料の３００

万円につきましては、鏡町の市道氷川高校前線

の道路改良を推進するための測量設計でござい

ます。 
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 ここで、先ほどの別冊の委員会資料をごらん

ください。５ページに工事請負費の実施予定一

覧表を添付しております。６ページ、７ページ

には工事実施予定箇所を地図に示しているとこ

ろでございます。 

 工事請負費の１億１０００万円につきまして

は、市道氷川高校前線ほか２路線の道路改良工

事分でございます。 

 次に、予算書２０ページに戻っていただきま

して、目４・橋梁維持費に、補正額１億４００

０万円を加えまして、３億５２５４万７０００

円としております。 

 補正額の財源内訳につきましては、国庫支出

金が７７００万円、地方債が５４００万円、一

般財源が９００万円でございます。 

 補正額の内訳につきましては、節１３・委託

料を４０００万円、節１５・工事請負費を１億

円増額するものでございます。内容は、表の

右、説明欄に記載しております橋梁長寿命化修

繕事業でございます。 

 再度、別冊の委員会資料をごらんください。

８ページに工事請負費の実施予定一覧表を、９

ページに委託及び工事実施予定箇所を示してお

ります。 

 なお、９ページでございますけども、タイト

ルが平成３１年度となっておりますが、大変申

しわけありません、平成３０年度３月補正の誤

りでございます。申しわけございません。 

 委託料の４０００万円につきましては、９ペ

ージに示しております道路橋１６７橋の定期点

検分と、二見地区にございます下大野川２号橋

ほか２橋の調査設計でございます。 

 工事請負費の１億円につきましては、坂本町

の球磨川にかかります中谷橋の橋梁維持補修工

事分でございます。 

 次に、予算書に戻っていただきまして、２１

ページの上の表をごらんください。 

 款７・土木費、項４・港湾費、目２・港湾建

設費に補正額２億７４８５万円を加えまして、

７億６７５５万７０００円としております。 

 補正額の財源内訳につきましては、地方債が

２億７４８０万円、一般財源が５万円でござい

ます。 

 補正額の内訳は、節１９・負担金補助及び交

付金を２億７４８５万円増額するものでござい

ます。内容は、表の右、説明欄に記載しており

ます八代港県営事業負担金事業でございます。 

 ここで再度、別冊の委員会資料をごらんくだ

さい。一番最後のページでございます１０ペー

ジに、事業実施予定箇所及び内容等を示してい

るところでございます。 

 負担金補助及び交付金２億７４８５万円の内

訳につきましては、国土交通省が八代港外港地

区で施行しております国際クルーズ船専用岸壁

整備に要します事業費２５億３００万円のう

ち、本市の負担金分として、事業費の２０分の

１に当たります１億２５１５万円。岸壁の耐震

強化に要する事業費１３億９７００万円のう

ち、本市の負担金分として、事業費の１０分の

１に当たります１億３９７０万円。そのほか、

県が施行します橋梁補修に要する事業費４２０

０万円のうち、本市の事業負担金分として、事

業費の６分の１に当たります７００万円、それ

と海岸整備に要する事業費６０００万円のう

ち、本市の事業負担金分として、事業費の２０

分の１に当たります３００万円でございます。 

 以上、議案第１号・平成３０年度八代市一般

会計補正予算・第１３号のうち、本委員会に付

託されました建設部所管分につきまして、説明

を終わらせていただきます。御審議のほど、よ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で質
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疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） ないようでございま

すので、なければこれより採決いたします。 

 議案第１号・平成３０年度八代市一般会計補

正予算・第１３号中、当委員会関係分について

は、原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求

めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第３３号・平成３０年度八代市一般会計

補正予算・第１４号（関係分） 

○委員長（中村和美君） 次に、議案第３３号

・平成３０年度八代市一般会計補正予算・第１

４号中、当委員会関係分を議題とし、説明を求

めます。 

 それでは、歳出の第７款・土木費について、

建設部より説明願います。 

○建設部総括審議員兼次長（倉光宏一君） 倉

光でございます。 

 ただいま、国の補正に伴います議案第１号の

建設部所管分につきまして御審議をいただいた

ばかりでございますが、議案第３３号・平成３

０年度八代市一般会計補正予算・第１４号の建

設部所管分につきましては、国の補正要求に対

する内示減、いわゆる内示が少なかったことに

伴いまして、減額の補正をお願いするものでご

ざいます。よろしくお願いいたします。 

 着座にて説明させていただいてよろしいでし

ょうか。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○建設部総括審議員兼次長（倉光宏一君） そ

れでは、お手元の議案第３３号・平成３０年度

八代市一般会計補正予算書・第１４号をお願い

いたします。 

 ４ページをお開きください。 

 第１表・歳入歳出予算補正のうち、歳出につ

いて説明をいたします。 

 款７・土木費を２億６８７２万６０００円減

額補正し、補正後の額は５９億６２５５万円と

しております。 

 その内訳は、項２・道路橋梁費を２億６８７

２万６０００円減額するものでございます。 

 次に、目ごとの詳細を御説明いたします。 

 １２ページをお開きください。１２ページの

下の表をごらんください。 

 款７・土木費、項２・道路橋梁費、目２・道

路維持費を、補正額１億４２２０万円減じまし

て、４億６５５６万７０００円としておりま

す。 

 補正額の財源内訳につきましては、国庫支出

金が７１１０万円の減額、地方債が７１１０万

円の減額でございます。 

 補正額の内訳は、節１３・委託料を２１５０

万円減額、節１５・工事請負費を１億２０７０

万円減額するものでございます。内容は、表の

右、説明欄に記載しております道路維持事業で

ございます。委託料の２１５０万円の減額につ

きましては、泉町の市道朴の木線と坂本町の市

道今泉袈裟堂線の災害防除工事のための測量設

計委託料の減でございます。 

 ここで、別冊の委員会資料、議案第３３号を

ごらんください。１ページに工事請負費の箇所

一覧表、２ページから４ページが工事実施予定

箇所でございます。 

 工事請負費１億２０７０万円の減額につきま

しては、２ページにあります市道中央線ほか３

路線の舗装工事分の８２００万円の減額、それ

と３ページ及び４ページの市道今泉袈裟堂線ほ

か３路線の災害防除工事分３８７０万円の減額

でございます。 

 補正予算書１２ページに戻っていただきまし

て、次に、目３・道路新設改良費を、補正額３
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３９０万円減じまして、９億４４７４万９００

０円としております。 

 補正額の財源内訳につきましては、国庫支出

金が１８６０万円の減額、地方債が１５３０万

円の減額でございます。 

 補正額の内訳は、節１５・工事請負費を３３

９０万円減額するものでございます。内容は、

表の右、説明欄に記載しております市内一円道

路改良事業でございます。 

 ここで、先ほどの別冊の資料、議案第３３号

をごらんください。５ページに工事請負費の箇

所一覧表を添付しております。 

 工事請負費３３９０万円の減額につきまして

は、市道有佐貝洲大江湖線の道路改良工事分で

ございます。 

 次に、補正予算書１２ページに戻っていただ

きまして、目４・橋梁維持費を、補正額９２６

２万６０００円減じまして、２億５９９２万１

０００円としております。 

 補正額の財源内訳につきましては、国庫支出

金が５０９４万４０００円の減額、地方債が３

２７０万円の減額でございます。 

 補正額の内訳につきましては、節１３・委託

料を４０００万円の減額、節１５・工事請負費

を５２６２万６０００円減額するものでござい

ます。内容は、表の右、説明欄に記載しており

ます橋梁長寿命化修繕事業でございます。 

 申しわけありません、再度、委員会資料、議

案第３３号をごらんください。８ページに事業

箇所一覧表を添付してございます。 

 委託料４０００万円の減額につきましては、

道路橋１６７橋分の点検業務の減額及び下大野

川２号橋ほか２橋の調査設計委託分でございま

す。 

 工事請負費５２６２万６０００円の減額につ

きましては、中谷橋の橋梁維持補修工事分でご

ざいます。 

 以上、議案第３３号・平成３０年度八代市一

般会計補正予算・第１４号のうち、本委員会に

付託されました建設部所管分についての説明を

終わります。御審議のほど、よろしくお願いい

たします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

○委員（山本幸廣君） 説明があったんですけ

れども、本当に内示がこれだけ減額をなされて

きて、修正、修正しなきゃいけないという今の

次長の説明で、大変だったろうなという気持ち

でいっぱいであります。 

 安全防災の交付金というのがこれだけ減額な

されてきたということを、これからもしっかり

見つめながら、我々議会としてもですね、委員

会を初め議会としても、国に対する要望という

のは率直に、内示が、前倒ししながら内示が来

るのを楽しみにしとるわけですね、どこの自治

体も一緒なんですけども。 

 そういうことで一生懸命頑張られた職員の方

々、そしてまた、この市道、今後、予算をつく

る中でも大変苦労なされたなということで、職

員の方々にはですね、御苦労と、それから、こ

のような状況になってですね、即補正で対応さ

れたというのはですね、私はいいと思います。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） ほかに、質疑は終了

し、意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） ないようでございま

すので、なければこれより採決いたします。 

 議案第３３号・平成３０年度八代市一般会計

補正予算・第１４号中、当委員会関係分につい

ては、原案のとおり決するに賛成の方の挙手を
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求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第３号・平成３０年度八代市下水道事業

会計補正予算・第３号 

○委員長（中村和美君） 次に、議案第３号・

平成３０年度八代市下水道事業会計補正予算・

第３号を議題とし、説明を求めます。 

○下水道総務課長（久木田昌一君） 皆さん、

おはようございます。（｢おはようございま

す」と呼ぶ者あり）下水道総務課の久木田でご

ざいます。 

 隣が下水道建設課長の福田でございます。 

 着座にて、それでは御説明をさせていただき

たいと思います。 

 それでは、議案第３号・平成３０年度八代市

下水道事業会計補正予算・第３号について説明

をいたします。 

 別冊になっております、八代市下水道事業会

計補正予算書・第３号をお願いいたします。 

 今回の補正の内容は、本年の２月７日に成立

いたしました国の平成３０年度の２次補正予算

により、社会資本整備総合交付金の内示があり

ましたことから、これを活用し、北部中央雨水

調整池の整備工事及び、ストックマネジメント

計画に基づく管渠築造工事の事業推進を図るた

め、所要の事業費につきまして、補正をお願い

するものでございます。 

 それでは、補正予算書の詳細について、説明

をさせていただきます。 

 １ページのほうをお願いいたします。 

 まず、第２条では、当初予算において第２条

に定めました業務の予定量で、（６）主要な建

設改良事業のうち、管渠施設整備費を２億６０

００万円追加し、補正後の金額を１６億５０９

６万円としております。 

 次の第３条では、当初予算におきまして第４

条に定めました、資本的収入及び支出の予定額

を次のとおり補正するものと定めております。 

 収入では、第１款・資本的収入、第１項・企

業債で１億３０００万円を、第２項・補助金で

同額の１億３０００万をそれぞれ追加し、資本

的収入の補正後の金額を３２億４１６０万９０

００円としております。 

 また、支出では、第１款・資本的支出、第１

項・建設改良費で２億６０００万円を追加し、

資本的支出の補正後の金額を４２億３６０３万

５０００円としております。 

 なお、補正額の内容につきましては、後ほど

説明をさせていただきます。 

 続きまして、２ページをお願いいたします。 

 第４条・企業債では、資本的収入における企

業債の増額に伴う起債の借入限度額変更につい

て計上しております。 

 続きまして、３ページからが下水道事業会計

補正予算に関する説明書でございます。 

 ５ページが補正予算の実施計画となります。 

 次に、６ページは資本的収入及び支出の明細

でございますので、６ページをごらんくださ

い。 

 まず収入につきましては、款１・資本的収

入、項１・企業債、目１・企業債で１億３００

０万円を追加しまして、補正後の計を１８億７

３７０万円としております。 

 次に、款１・資本的収入、項２・補助金、目

１・国庫補助金でも、１億３０００万円を追加

しまして、補正後の計を８億４４５０万円とし

ております。 

 支出につきましては、款１・資本的支出、項

１・建設改良費、目１・管渠施設整備費で２億

６０００万円を追加し、補正後の計を１６億５

０９６万円としております。 

 補正額の内訳で、まず管渠築造工事、ストッ

クマネジメント分としまして、６０００万円を
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計上しており、これは八代処理区のうち、整備

後の年数が経過している中央部付近で老朽化が

著しいと診断結果が出ている部分、約０.５キ

ロメートル分を予定しております。 

 さらに、北部中央雨水調整池整備工事として

２億円を計上しており、田中西町にあります北

部中央公園の地下に、雨水整備として実施する

ものです。 

 どちらも、この後の議案に出てまいります平

成３１年度当初予算に計上しております分とあ

わせて行うものでございまして、全額、交付金

内示に伴うものでございます。 

 以上で、議案第３号・平成３０年度八代市下

水道事業会計補正予算・第３号の説明を終わり

ます。御審議のほど、よろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） ありませんですね。

以上で質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） ないようでございま

す。なければ、これより採決いたします。 

 議案第３号・平成３０年度八代市下水道事業

会計補正予算・第３号については、原案のとお

り決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 小会します。 

（午前１０時３６分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時３７分 本会） 

◎議案第４号・平成３１年度八代市一般会計予

算（関係分） 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、議案第４号・平成３１年度八代市一般

会計予算中、当委員会関係分を議題とし、説明

を求めます。 

 まず、歳出の第４款・衛生費について、市民

環境部より説明願います。 

○市民環境部長（潮崎 勝君） それでは、本

委員会に付託されました議案のうち、議案第４

号・平成３１年度八代市一般会計予算につきま

して、当委員会所管の衛生費中、市民環境部所

管の当初予算を、総括的に説明させていただき

ます。よろしくお願いいたします。 

 着座にて説明させていただきます。 

 まず、予算の説明に入ります前に、平成３１

年度から環境部門の組織再編について、簡単に

御説明いたします。 

 本年度末に環境センター建設事業が終了する

ことに伴いまして、環境センター建設課を廃止

し、新たに、環境関連施設である斎場、し尿処

理場、最終処分場等の整備を一体的かつ円滑に

進めるため、環境課内に環境施設整備推進室を

新設いたします。 

 それでは、平成３１年度の市民環境部の衛生

費関係予算についてですが、まず、予算書の１

８ページをお願いいたします。 

 款４・衛生費でございます。衛生費の欄に

は、健康福祉部所管分と市民環境部所管分を含

めた予算額が掲載されております。 

 款４・衛生費の平成３１年度予算額は３６億

６１８６万４０００円で、うち市民環境部関係

は１９億９４０５万９０００円、５４.５％で

ございます。 

 平成３０年度予算額は３８億６３６４万６０

００円で、うち市民環境部関係は２１億７５２

５万６０００円、５６.３％となっており、増

減額は全体で２億１７８万２０００円、５.２

％の減、うち市民環境部関係ですが、１億８１

１９万７０００円、約８.３％の減となってお
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ります。 

 減額の主な要因でございますが、環境センタ

ー建設事業が終了したこと、千丁、鏡、東陽、

泉町のごみを環境センターで処理することとな

り、八代生活環境事務組合への負担金が減額し

たこと、衛生処理センターの機器耐震化工事が

終了したことなどが主な理由でございます。 

 続きまして、平成３１年度の環境施策に関す

る主な取り組みとして、５点ほどを説明させて

いただきます。 

 １点目、環境関連施設の適切な維持管理でご

ざいます。 

 斎場、衛生処理センターなど、市民環境部が

所管します施設は老朽化したものが多く、各施

設の安全性や処理能力を維持するための対応を

重点的に進めながら、安定的な市民へのサービ

ス提供が維持できるよう努めてまいります。 

 斎場につきましては、昭和５５年に供用開始

し、３８年を経過していることから、平成２７

年度に策定しました斎場延命化計画に基づき、

必要に応じた建築物などの補修を行い、火葬炉

耐火材の補修や関連機器などを交換し、今後１

２年間程度は、施設の延命化を図ってまいりま

す。 

 一方、将来的に安定して安全に斎場機能を維

持するためには、施設全体の更新が必要であり

ますことから、延命化対策と同時並行で、新斎

場整備の検討を行ってまいります。 

 衛生処理センターにつきましては、昭和３５

年に供用開始し、既に５８年を経過しているこ

とから、特に老朽化が著しく、約７年後をめど

に新施設の整備が必要と考えております。平成

３０年度は、衛生処理センターの機器耐震化工

事を行い、引き続き、施設の適切な維持管理及

び保守点検を行うなど、延命化を図ってまいり

ます。 

 ２点目、ごみ減量化対策でございます。 

 ごみ減量・再資源化への取り組みにおきまし

ては、市報や新聞折り込みによる啓発チラシの

配布に加え、多言語版資源分別表の作成や、ス

マートフォンを使ったごみ分別アプリサービス

の活用促進に努め、より多くの方々に情報発信

を行います。 

 また、引き続き生ごみ堆肥化容器等設置助成

金の利用促進を図るとともに、出前講座や環境

センターを中心とした環境学習、イベント等の

実施により、市民の皆様や事業者の方々へ一層

の御理解を図り、燃えるごみの減量化と再資源

化に努めてまいります。 

 ３点目、最終処分場整備についてでございま

す。 

 最終処分場整備については、資源物として分

別収集しているガラスくず・陶磁器類の埋め立

て処分が今後も必要だとして、本年、最終処分

の方向性について検討を行ってきましたけれど

も、最終的に市として整備が必要との方向性が

見えてまいりましたことから、平成３１年度は

処分場の形状や候補地の選定などの比較検討に

入るものでございます。 

 ４点目、九州新幹線鉄道騒音・振動問題への

対応でございます。 

 新幹線の騒音・振動対応につきましては、引

き続き沿線地域において、騒音・振動測定を市

職員による測定及び業者委託で行い、鉄道騒音

の状況を沿線住民の皆様にお知らせする一方、

一部地域において基準値を超過しておりますこ

とから、鉄道事業者などに対して必要な措置を

講じていただくよう要望してまいります。 

 ５点目、ラムサール条約登録関係でございま

す。 

 事業費として計上はしておりませんが、球磨

川河口干潟のラムサール条約登録に関しまし

て、関係団体からの要望や地元からの意見など

が上がっております。現在、それらの対応を進

めているところでございます。 

 登録に向けては、地元の方々の理解が必要不
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可欠でありますことから、拙速にならないよ

う、引き続き、地元や関係者に対して丁寧に説

明しながら進めてまいります。 

 最後になりますが、平成３０年６月末に稼働

を終えました中北町の清掃センターは、場内に

残った廃棄物の処理や施設の閉鎖作業及び安全

管理のための工事が終了しましたので、今後は

解体まで適切に管理していくこととなります。 

 また、環境センターでは、ごみ処理の適正処

理はもとより、環境学習の拠点として市民の皆

様に有効に利用していただけるよう努めてまい

ります。 

 以上が、市民環境部が所管いたします平成３

１年度当初予算に関する総括とさせていただき

ます。 

 今後も、市議会を初め市民の皆様の御意見を

聞きながら、改善すべきところは改善し、環境

に優しいまちづくりを目指し、事業の着実な遂

行に努めてまいります。 

 なお、各事業の内容につきましては、担当の

稲本次長から説明いたさせますので、よろしく

お願いいたします。 

○市民環境部次長（稲本俊一君） 市民環境部

の稲本でございます。座らせていただきまして

説明をいたします。よろしくお願いします。 

 議案第４号・平成３１年度八代市一般会計予

算中、本委員会に付託されました第４款・衛生

費のうち、市民環境部が所管いたします歳出予

算について説明させていただきます。 

 平成３１年度当初予算の総括につきまして

は、先ほど潮崎部長が説明いたしましたので、

私からは予算書の目ごとに順次説明させていた

だきます。 

 それでは早速、予算書７９ページをお開きく

ださい。よろしいでしょうか。 

 下段になりますが、款４・衛生費、項１・保

健衛生費、目３・斎場管理費でございます。予

算額は８９３０万８０００円で、前年度より１

２５６万３０００円の減額となっております。 

 まず、斎場管理費の事業概要について、右端

の説明欄をごらんください。 

 斎場管理運営事業及び斎場施設整備事業です

が、松崎町にあります当該施設は、昭和５５年

の供用開始後３８年を経過しておりますが、市

斎場では厳かな環境を保持する必要があること

から、礼節と安全面・衛生面に配慮した管理運

営に必要な費用を計上しております。また、施

設の老朽化対策として定期的な改修を実施し、

炉などの緊急停止等が起こらないよう施設整備

を行っております。 

 生活環境事務組合負担金事業（火葬場）は、

東陽町にあります組合斎場の維持管理に充てる

本市負担金と、本市及び氷川町の住民が市斎場

と組合斎場を同額でともに利用できるよう協定

を結んでいる斎場相互利用負担金を計上するも

のでございます。 

 次に、節ごとに内容を説明しますが、主に金

額が多いものについて述べさせていただきま

す。 

 節１１・需用費４３１８万５０００円は、市

斎場延命化計画に基づき実施します火葬炉設備

等の改修及び修繕費３５６７万５０００円、灯

油等の燃料費５０９万７０００円、電気料等の

光熱水費２２８万６０００円が主なものでござ

います。節１３・委託料２２４３万円は、市斎

場の火葬業務委託費１９３０万６０００円、清

掃業務委託費１４９万３０００円、火葬設備等

保守点検業務委託費４９万１０００円が主なも

のでございます。節１９・負担金補助及び交付

金２３４５万３０００円は、組合斎場への維持

管理負担金２１００万円、斎場相互利用協定に

基づき、組合斎場を利用した場合に生じる市負

担金２４５万３０００円でございます。 

 次に、特定財源の御説明をいたします。 

 その他の特定財源３９３３万８０００円は、

市有施設整備基金繰入金３０００万円、市斎場
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使用料９０５万１０００円、氷川町からの斎場

相互利用負担金２３万６０００円、その他雑入

５万１０００円でございます。 

 最後に、予算額が１２５６万３０００円減額

した理由ですが、平成３０年度は、火葬炉の延

命化対策として、火葬炉の本体の大規模改修を

行っておりますが、平成３１年度は、更新時期

が来ている燃焼室のブロア等の交換を予定して

おり、前年度より修繕料が減額していることが

主な理由でございます。 

 次に、その下、目４・狂犬病対策費でござい

ます。予算額は４３１万円で、前年度より７万

６０００円の増額であります。 

 狂犬病予防対策事業は、狂犬病予防法に基づ

く犬の登録及び狂犬病予防注射事務に要する費

用でございます。 

 節４・共済費２０万９０００円、節７・賃金

１２６万６０００円は、臨時職員１名の雇用経

費でございます。節１２・役務費９０万８００

０円は、犬の登録及び狂犬病予防注射通知に要

する郵便料９０万２０００円の通信運搬費が主

なものでございます。節１３・委託料１０２万

９０００円は、犬の飼い主が行うこととなって

いる犬の登録及び狂犬病予防注射に関する諸手

続を極力簡素化できるよう、獣医師会に事務委

託する経費でございます。 

 その他特定財源４０１万８０００円は、犬の

登録及び狂犬病予防注射済票交付手数料収入な

どでございます。 

 続きまして、８０ページをお開きください。 

 項２・生活環境費、目１・生活環境総務費で

ございます。予算額は３億１７２８万５０００

円で、前年度より２８６７万７０００円の増額

でございます。 

 生活環境総務費は、職員３６名分の人件費、

建設部が予算執行をいたします小型合併処理浄

化槽設置整備事業、特別会計繰出金事業（浄化

槽）に要する経費でございます。 

 節２・給料から節４・共済費までは、職員３

６名分の人件費でございます。節１９・負担金

補助及び交付金５６７３万３０００円は、小型

合併処理浄化槽１４８基分の設置補助金が主な

ものでございます。節２８・繰出金１５６６万

８０００円は、八代市浄化槽市町村整備推進事

業特別会計への繰出金でございます。 

 なお、特定財源３６３０万円は、小型合併処

理浄化槽設置整備事業に伴います、国・県から

の補助金でございます。 

 最後に、増額予算となった理由ですが、前年

度では職員人件費を２９名分で予算措置いたし

ておりましたが、本年度は７名増の３６名で計

上したのが主な増額理由でございます。 

 次に、目２・環境保全対策費でございます。

予算額は１５００万３０００円で、前年度より

３２６万円の減額となっております。 

 環境保全対策費では、自然環境の状況に応じ

た対策を行う自然環境保全推進事業、環境保全

行動の促進を目的とした環境学習推進事業、８

１ページになりますが、環境パートナーシップ

会議と連携を図り、環境基本計画の推進を図る

環境パートナーシップ推進事業、公害の未然防

止と環境負荷の低減に向けた施策を推進する環

境保全対策事業、日常生活や経済活動を支える

恵まれた地下水を保全し、継続的な利用を図る

ためモニタリング調査等を行う地下水保全対策

事業、地球温暖化問題への対応として、各家庭

における再生可能エネルギーの普及や、温室効

果ガスの排出量削減を図る住宅用太陽光発電シ

ステムや蓄電池の設置補助等を行う地球温暖化

対策推進事業を実施しております。 

 ８０ページの下段になりますけども、節１・

報酬１１万８０００円は、環境審議会委員１０

名分の報酬でございます。節８・報償費２８万

５０００円は、環境パートナーシップ会議委員

への謝礼が主なものでございます。 

 ８１ページの上段になりますが、節１３・委
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託料４２７万５０００円は、九州新幹線鉄道騒

音・振動調査業務委託１６２万円、自動車騒音

常時監視業務委託８５万５０００円、悪臭物質

分析業務委託７１万８０００円などが主なもの

でございます。節１９・負担金補助及び交付金

９５４万６０００円は、住宅用太陽光発電シス

テム等設置補助金として、太陽光発電システム

設置７０基分、蓄電池４０基分の補助金９３０

万円が、主なものでございます。 

 なお、特定財源３２万２０００円は、騒音規

制及び地下水採取に伴う届け出事務等に対する

県支出金でございます。 

 続きまして、８１ページ中段の目３・廃棄物

対策費でございます。 

 予算額は１８６４万２０００円で、前年度よ

り７６７３万９０００円の減額でございます。

これは、環境センター建設事業が完了したこと

から減額になったものでございます。 

 廃棄物対策費では、一般家庭や事業系ごみの

減量化対策を図るごみ減量化対策事業、敷川内

環境保全用地の継続的な維持管理を行う敷川内

環境保全対策事業、廃棄物の適正処理を確保

し、生活環境の保全を図る廃棄物処理対策事業

について、引き続き取り組んでまいります。 

 また、最終処分場整備事業では、資源物とし

て分別収集しているガラスくず・陶磁器類につ

いては、今後も埋め立て処分が必要だとして、

本年最終処分の方向性について検討を行ってき

ましたが、最終的には市として整備が必要との

方向性が見えてまいりましたことから、３１年

度は処分場の形状や候補地の選定などの比較検

討に入るものでございます。 

 節４・共済費５２万３０００円、節７・賃金

３１２万１０００円は、廃棄物の不法投棄や野

焼き防止のパトロールを行う不法投棄監視指導

員２名の雇用に要する経費でございます。節１

１・需用費２４３万６０００円は、ごみ減量化

対策としての啓発チラシ作成やその他の印刷製

本費１５４万６０００円、消耗品費３５万８０

００円、公用車の燃料費４３万７０００円が主

なものでございます。節１２・役務費７１万８

０００円は、ごみ減量啓発チラシ新聞折り込み

手数料４７万７０００円や、不法投棄処理に係

る大型ごみ処理手数料１０万円や、警告看板作

成手数料１１万９０００円などが主なものでご

ざいます。節１３・委託料９２７万２０００円

は、最終処分場候補地選定調査業務委託６００

万円、敷川内環境保全用地の維持管理委託２０

４万１０００円、このほか二見、昭和、坂本地

区最終処分場周辺の水質調査委託等に要します

経費１０８万７０００円でございます。節１９

・負担金補助及び交付金２００万円は、コンポ

スト式生ごみ堆肥化容器１００基分と、電気式

生ごみ処理機５０基分の購入助成金でございま

す。 

 特定財源の国・県支出金３３万７０００円

は、熊本県産業廃棄物最終処分場周辺環境整備

等補助金です。 

 その他特定財源２０７万１０００円は、敷川

内環境保全用地維持管理基金からの繰入金２０

４万５０００円が主なものでございます。 

 続きまして、目４・環境衛生費でございま

す。予算額は５４３万７０００円で、前年度よ

り３５万８０００円の増額でございます。 

 環境衛生費では、感染症のおそれのある衛生

害虫の駆除等を行う衛生害虫駆除事業、環境美

化への意識の高揚を図り、良好な生活環境の確

保に努める環境美化推進事業、市営墓園３カ所

の維持管理を行う墓地関係事業を行っておりま

す。 

 節４・共済費２１万円、節７・賃金１２７万

８０００円は、環境美化推進事業及び衛生害虫

駆除事業の繁忙期に雇用します臨時職員１名分

の雇用経費でございます。節１１・需用費１９

２万８０００円は、衛生害虫駆除に使用します

薬剤等の消耗品費７４万１０００円、ボランテ
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ィア活動袋等の印刷製本費３４万１０００円、

消毒機械等の点検整備に伴う修繕料２３万１０

００円が主なものでございます。 

 次に、８２ページの上段になりますが、節１

３・委託料１４１万６０００円は、排水路等の

害虫駆除委託６１万７０００円、市営上片墓

園、鏡墓地公苑、東陽墓地公苑３カ所の清掃業

務委託７３万２０００円が主なものでございま

す。 

 その他の特定財源９９万４０００円は、市営

墓園３カ所の管理料収入でございます。 

 次に、目５・塵芥処理費でございます。予算

額は１２億４８５４万６０００円で、前年度よ

り６３６０万８０００円の減額となっておりま

す。 

 これは、主に環境センターの管理運営及び施

設整備等に係る増額と、清掃センター閉鎖によ

る施設整備等に係る減額及び生活環境事務組合

負担金（じん芥分）の減額を相殺した額でござ

います。 

 塵芥処理費では、ごみの減量化と樹木・剪定

くずの資源化を図る樹木、剪定屑リサイクル事

業、環境センターの管理運営及び施設整備を行

うごみ処理施設管理運営事業及びごみ処理施設

整備事業、各家庭から排出される可燃物、資源

物の収集運搬・分別を行うごみ収集管理事業及

び分別収集事業、クリーンセンターの最終処分

場の管理及び焼却施設の経年劣化による補修等

に要する経費を負担する生活環境事務組合負担

金事業（じん芥）、千丁支所管内における平成

３０年一般廃棄物処分業許可の取り消しを求め

る訴訟に関する一般廃棄物収集運搬業務委託契

約訴訟関係事業、閉鎖した清掃センター及び市

内３カ所の最終処分場の維持管理を行う塵芥施

設維持管理事業を行っております。 

 節２・給料から節４・共済費までは、職員８

名分の人件費が主なものでございます。節７・

賃金５５７万３０００円は、施設管理業務の一

部を担当する非常勤職員３名、環境センターに

持ち込まれた資源物の再分別作業等に従事する

臨時職員４名、計７名の賃金でございます。節

１１・需用費１億４０１万３０００円は、環境

センターの施設管理消耗品５２万４０００円、

環境センターマテリアルリサイクル施設の施設

管理消耗品１１６万８０００円、分別収集容器

購入費３２０万円、その他を含み、消耗品費６

１８万６０００円、ごみ収集車両等の燃料費等

１１５５万９０００円、有料ごみ指定袋作製経

費などの印刷製本費５５１３万３０００円、環

境センターや閉鎖した清掃センターの施設修繕

や公用車整備点検などの修繕費２７８３万５０

００円などが主なものでございます。節１２・

役務費１２６３万６０００円は、有料ごみ指定

袋を販売いただいている小売店等への販売手数

料１１１１万８０００円、環境センターの消防

設備の法定検査手数料６９万２０００円などの

手数料が主なものでございます。節１３・委託

料１０億５５２万６０００円は、環境センター

（エネルギー回収推進施設）運営委託２億７５

万５０００円、環境センター（マテリアルリサ

イクル推進施設）運営委託１億９８９９万２０

００円、環境センター（エネルギー回収推進施

設）から排出されます焼却灰の資源化・運搬委

託１億１８９８万２０００円、環境センター

（マテリアルリサイクル推進施設）から排出さ

れます資源物等（廃乾電池、廃蛍光管、廃家

電、不燃性残渣）の運搬・処理委託２００３万

２０００円、可燃物及び資源物収集運搬業務委

託４億８７１万８０００円、有料ごみ指定袋の

販売代金収納業務委託１６６７万７０００円、

樹木・剪定屑リサイクル事業委託６６０万３０

００円などが主なものでございます。節１９・

負担金補助及び交付金５３３２万８０００円

は、組合クリーンセンターの最終処分場の管理

及び焼却施設の経年劣化による補修等に要する

経費に必要な本市負担金５２９６万３０００円
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が主なものでございます。 

 その他の特定財源３億８１４４万２０００円

は、搬入ごみ処理手数料収入１億４３７１万

円、有料指定袋処理手数料収入２億８５０万

円、再資源化物販売代金納付金２２１７万２０

００円が主なものでございます。 

 最後になりますが、目６・し尿処理費でござ

います。予算額は２億９５５２万８０００円

で、前年度より５４１３万８０００円の減額と

なっております。 

 し尿処理費では、くみ取りし尿を郡築１２番

町の衛生処理センターで処理するための経費で

ある、し尿処理施設管理運営事業及びし尿処理

施設整備事業、８３ページになりますが、合併

処理浄化槽などの汚泥を新港町３丁目にある浄

化槽汚泥処理施設で処理するための経費である

浄化槽汚泥処理施設管理運営事業、浄化槽汚泥

処理施設整備事業、事務組合衛生センターの維

持管理に要する経費を負担するための、生活環

境事務組合負担金事業（し尿）を行っておりま

す。 

 ８２ページの下段に戻りますが、節２・給料

から節４・共済費までは、職員３名分の人件費

でございます。 

 ８３ページになりますが、節１１・需用費４

１７９万２０００円は、工業用薬品購入等の消

耗品費５９７万３０００円、衛生処理センター

の水道料や電気料、浄化槽汚泥処理施設の下水

道使用料、水道料及び電気量など、両施設の光

熱水費３１６６万２０００円、公用車の車検や

点検整備等の修繕料３２１万１０００円などが

主なものでございます。節１３・委託料１億４

２１７万６０００円は、衛生処理センターの運

転管理業務委託３０３５万４０００円、浄化槽

汚泥処理施設の運転管理業務委託３３３３万５

０００円、衛生処理センターでの発生汚泥を含

め処理する浄化槽汚泥処理施設脱水汚泥収集運

搬処理業務委託４０１２万６０００円。節１９

・負担金補助及び交付金９１２２万１０００円

は、鏡町にあります組合衛生センターの管理運

営に係る本市負担金９１２０万１０００円が主

なものでございます。 

 その他の特定財源１８万２０００円は、一般

廃棄物処理業等許可手数料収入でございます。 

 なお、前年度より予算額が５４１３万８００

０円減少した理由ですけども、平成３０年度に

実施しました衛生処理センターの機器耐震化工

事５０００万円及び浄化槽汚泥処理施設の機器

耐震化工事設計業務委託１０９０万２０００円

の予算減が、主な理由でございます。 

 以上をもちまして、款４・衛生費中、市民環

境部関係分の説明を終わります。御審議のほ

ど、よろしくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○委員（百田 隆君） ８０ページの環境保全

対策費の中で、審議会への報酬が出ております

けれども、大体、この審議委員ちゅうのは何人

ぐらいおられて、その審議会はどのぐらい、年

に何回ぐらいあるんですか。 

○環境課長（武宮 学君） 環境課の武宮でご

ざいます。よろしくお願い申し上げます。 

 ただいまの御質問でございますが、審議会委

員は１０名でございます。 

 それと開催回数でございますけれども、１年

度に大体、おおむね２回ほど開催をしておりま

して、今年度は八代市環境基本計画等を策定し

た関係で、２回とも開催をしております。 

 以上でございます。 

○委員（百田 隆君） はい、わかりました。

ありがとうございます。 

 ８１ページですけど、廃棄物対策費として、

敷川内環境保全対策事業の現状はどのようにな

っているのかですね。問題ないのかどうか、そ

のあたりをお答え願いたいと思います。 
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○循環社会推進課副主幹兼廃棄物指導係長（田

中和彦君） 循環社会推進課、田中です。 

 今、委員からお尋ねがありました敷川内環境

保全用地の現状ですけれども、特段、水質検査

等での異常等は検出されておりません。平面部

及びのり面の除草作業及び、平面部に土砂のし

ゅんせつ用の遊水池を設けてございますけれど

も、こちらのしゅんせつのほうを年に１度行っ

ておる現状でございます。 

 以上です。 

○委員（百田 隆君） はい、わかりました。

ありがとうございました。 

 もう一点です。８１ページの節１３の委託

料、最終処分場の候補地を今探しておられると

いうことでございますが、大体これはコンサル

等に対してもお願いしておられるのかどうかと

いうことと、大体何年をめどにしておられるの

かなという思いですが、この２点についてお答

え願えればと思います。 

○理事兼環境センター建設課長（山口敏朗君） 環

境センター建設課の山口でございます。 

 委員お尋ねの最終処分場の候補地の件ですけ

れども、これはまだ候補地の検討に入っており

ません。来年度検討に入るということで、まだ

どこにするかという、その候補地すらまだ挙げ

ていない状況です。 

 ことしの調査では、最終処分場をつくる必要

があるのかどうか、そのあたりの検討を行って

まいりまして、最終的に最終処分場の整備が市

としても必要になってきたというのが見えてき

たということで、来年度、一番手のかかる候補

地の選定作業に入りたいということで、予算を

計上させていただいているところです。 

 以上でございます。（委員百田隆君「ああ、

そうですか。はい、わかりました」と呼ぶ） 

○委員（堀 徹男君） 済みません、今の関連

なんですけど、委託料で６００万円というふう

に伺ったんですが、その委託の内容はですね、

候補地の選定そのものを委託先に探してもらう

のかというのが聞きたいところなんですけど。

（｢そうやな」と呼ぶ者あり）そこなんです

よ。 

○理事兼環境センター建設課長（山口敏朗君） 候

補地の、まずどういうところがいいかというの

をいろいろ探していただくという部分でござい

ます。それとあわせまして、今年度、来年度

の、――ああ、申しわけございません。最終処

分場の形状ですね、どういったものが適してい

るかとかですね、そういった最終的な今後の事

業に係る部分の調査を行っていただくという部

分でございます。 

 以上でよろしかったでしょうかね。もう一

点、ちょっとど忘れしましたけど。済みませ

ん。 

○委員（堀 徹男君） 何を委託するのかって

聞きたいんです。 

○理事兼環境センター建設課長（山口敏朗君） 候

補地の場所、どういった場所があるかというこ

とを探していただくという形になります。八代

市は広うございますので、それを全部ですね、

適した場所というのを探していただくというと

ころでございます。 

○市民環境部長（潮崎 勝君） 補足いたしま

す。候補地の選定以外にですね、処分場の形

式、どのような形の処分場が必要か、いろいろ

な形の選定も含まっておりますので、そういう

部分も委託の内容でございます。 

○委員（堀 徹男君） はい、ありがとうござ

います。いいですか、続けて。 

 斎場の管理を委託されているというふうにお

伺いしたんですが、どこに委託をされています

か。委託先を教えてください。 

○環境課長（武宮 学君） 斎場の管理委託先

でよろしかったでしょうか。（委員堀徹男君

「はい」と呼ぶ） 

 斎場につきましては、現在、弘済会に運転管
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理業務を委託しております。 

 以上でございます。（委員堀徹男君「はい、

ありがとうございます」と呼ぶ） 

○委員長（中村和美君） いいですか。ほかに

ありませんか。 

○委員（山本幸廣君） ちょっと今、伺ったん

ですけど、最終処分場の件で、今部長が説明し

たように、先ほども説明はあったんですが、今

回、候補地について、これからというところで

ありますけれども、まあ審議委員も含めてです

けれども、議会としては常任委員会があります

からですね、今までずっと最終処分場、環境セ

ンターの問題については、常に研修、管外研修

しながらですね、物すごく研さんを深めてきた

わけです。最終処分場についてもいろいろ議論

をやってきた。ですから、よろしかればです

ね、委員長、きょうはどうしても予算ですけど

も、委員会にはその中身についてもですね、そ

の都度都度報告をしていただきたい。これはお

願いしたいと思いますが、いかがですか。 

○市民環境部長（潮崎 勝君） 最終処分場に

つきましてはですね、今後、今までの過去の処

分場を選定したときも、いろいろ多方面の意見

を聞く必要がございましたので、今回考えてお

ります処分場につきましても、今まで以上にで

すね、皆さんの意見を聞く必要があろうかと思

います。 

 早速きょうの所管事務調査で、最終処分場に

つきましては報告を入れておりますので、後ほ

どまた改めて御説明したいと考えております。

（委員山本幸廣君「はい、了解。よろしいで

す」と呼ぶ） 

○委員（堀 徹男君） 小型合併処理浄化槽の

補助金についてお尋ねしたいんですが、８０ペ

ージですかね。予算書、８０ページですかね。

下水道の整備がシフトしたということで、小型

合併処理にシフトしていくと思うんですが、１

４８基分という予算計上で、今までの推移から

して、この予算で、当初ですが、十分な見込み

があるというふうに考えられて上げられたんで

しょうか。足りそうですかということですけ

ど。 

○下水道総務課長（久木田昌一君） 近年ので

すね、補助金の執行状況をまず述べさせていた

だきたいと思います。平成２７年度が１６９

基、平成２８年度が１４６基、平成２９年度が

１３０基、それと見込みになりますけど、今年

度の平成３０年度が１３４基というような状況

でございます。 

 今回１４８基分の予算を計上しております

が、ことしの見込みからしますと１４基分ぐら

い余裕があるというところで、大丈夫であろう

かというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○委員（堀 徹男君） はい、聞きたかったこ

とを御丁寧に答えていただいて、ありがとうご

ざいました。 

○委員長（中村和美君） ほかにありません

か。 

○委員（太田広則君） 済みません、ごみ減量

化対策事業で、今までごみ減量化アドバイザー

が２名いらっしゃったと思うんですけども、こ

の人件費は入っているのかということ、この事

業をやられるのかということと、環境学習派遣

事業、まあ金額は微々たるものなんですが、環

境学習の講師がどういった方なのかというこ

と、それから派遣先２０カ所はどういうところ

でしょうか。そこの詳細を教えてもらえればと

思います。 

○循環社会推進課副主幹兼循環社会推進係長

（竹井公一君） 循環社会推進課の竹井です。 

 まず、御質問のアドバイザー事業のほうの職

員のほう、本予算には職員のほうは入っており

ません。 

 続きまして、環境学習派遣事業なんですが、

こちらのほう、講師のほうは、市内の市民団体
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のほうを講師として依頼しております。この対

象となりますのは、市内の幼稚園もしくは保育

園、あと小学校の低学年を対象とした事業にな

っております。 

 以上、お答えとします。 

○委員（太田広則君） まずアドバイザーをし

なかった理由、それから、もう少し環境学習講

師、どういった方なのか、専門職なのか何か、

もうちょっと詳しく教えてくれないですかね。 

○循環社会推進課長（坂口初美君） まず、ご

み減量アドバイザーの件についてですが、昨年

度から再任用の職員さんのほうに来ていただい

ておりますので、そちらのほうで、職員が直営

という形で事業所へのアンケートとか聞き取り

のほうの事業をさせていただくということで、

形態を変えております。 

 それと環境学習講師は、次世代のためにがん

ばろ会という団体さんに主に講師をお願いし

て、それに職員が帯同して、小学校とか保育園

に出向いているということですが、件数が、―

―（委員太田広則君「いや、件数は２０カ所で

しょう」と呼ぶ）２０カ所ぐらい行ければいい

ということで、予算計上しているというところ

でございます。（委員太田広則君「はい、わか

りました」と呼ぶ） 

○委員長（中村和美君） ほかにありません

か。 

○委員（堀 徹男君） 予算書８２ページの塵

芥処理費の部分で、ごみ収集管理事業の分です

けど、ごみ袋の作製というのがあると。有料袋

作製。一般質問で今回出ていたので、ちょっと

気になったんですが、ごみ袋の項目というの

は、使用料、手数料というような位置づけだっ

たということで、消費税の転嫁分をどうします

かというような質問の内容だったかなというふ

うに聞いているんですが、前回か前々回ぐらい

に、作製するときの消費税の分を、指導があっ

て、何か払ったというような、業者に、何かそ

ういう事案があったと思うんですけど、今回も

消費税増税分というのが確実に、市として作製

した場合に業者に払う分は出てくると思うんで

すけど、その分の吸収分というのはどこから出

るんですかね。 

○市民環境部長（潮崎 勝君） まず、御質問

のですね、消費税の扱いなんですけども、ごみ

袋を小売店さん、問屋さんに送っていただく委

託料という観点から、委託料に消費税は乗せる

必要がございますので、ごみ袋の販売に必要な

販売委託料の部分に消費税を乗せて払ったとい

うことでございます。ですから、ごみ袋を売る

ことには消費税はかかっておりません。それが

一点。 

 それともう一点、ごみ袋の製造のお金なんで

すけれども、製造をお願いするときには当然、

消費税をかけて製造を――皆さんにごみ袋を作

製していただいております。 

 それともう一点、製造する金額と販売する金

額は当然、差額があります。 

 以上でございますけれども。 

○委員（堀 徹男君） その差額分を税金で負

担しているということで、十分利益は出ている

んですか。（市民環境部長潮崎勝君「ちょっと

担当課長、済みません」と呼ぶ） 

○環境センター管理課長（田中 孝君） 環境

センター管理課、田中でございます。 

 委員おっしゃるとおり、その消費税分につき

ましては、一般会計のほうで負担しているとい

うところでございます。（委員堀徹男君「は

い、それで結構です」と呼ぶ） 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（太田広則君） 今のにちょっと関連し

ているんですけど、実はこのごみ袋は合併当初

から、私が最初の質問をしたときから覚えてい

るんですけれども、もう１４年たちました。よ

その自治体からすると、八代市のごみ袋という

のは高いんですよ。よその自治体は１０円でも
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２０円でもずっと下げてきている。 

 八代市は焼却費を負担するという考えのもと

で、旧中北の清掃センターだったがゆえに、皆

さんに焼却の負担をしているから、金額はコス

トダウンできないんですという話で、私も市民

には説明をしてきたんですが、今回、新しい環

境センターになりました。そこで、まだずっと

この市民はそういう焼却を負担しながら、コス

トは下がらないという。少しでも、１０円でも

２０円でも下げてあげたいという気持ちはある

んですけども、そういった考え方というのは変

わっていないということなんでしょうかね。そ

こだけちょっと確認したいんですが。 

○環境センター管理課長（田中 孝君） 委員

のおっしゃる部分につきましては、今後、他市

の状況または経済状況、１４年ほどたっており

ますので、全てのものを勘案した上で進めてい

かなければならないものだというふうに考えて

おります。ただ現状では、今のまましばらくは

お願いするというような考えで進めたいとは考

えております。 

 以上でございます。 

○委員（太田広則君） ずっとずっと５５００

万ぐらいのね、製造元、大分だったですよね、

たしか。そういうところに移っているんで、コ

ストダウンの観点からもですね、そろそろ見直

しをしてもいいんじゃないかなと。確かに石油

ですから、石油が高騰したり低くなったりとい

う、その年もあるかと思いますけどですね、ど

こかでコストダウン、そして市民の負担を軽減

するというですね、考え方も必要かと思います

ので、よろしくお願いしておきます。 

 以上です。 

○委員（山本幸廣君） ７９ページ、目の狂犬

病対策費の中で、先ほど稲本次長が説明なされ

たんですが、狂犬病については今、マスコミ等

が大変、犬の問題でいろいろ報道なされており

ますですね。そういう中で八代市に大体、頭数

はどれぐらい確認されておられるのかと、それ

とですね、毎年毎年なんですけれども、この委

託料、ほかは共済と賃金、その節の中でです

ね、ですので、ここらあたりの対策を強化する

かしないのか、そういうだからで予算計上がな

されているんですけども、この予算でいいのか

なということをちょっと感じたものですから、

そこら辺について説明してもらえんですか。 

○委員長（中村和美君） はい、誰ですか。 

○環境課長（武宮 学君） ただいまの御質問

でございますが、平成３０年２月末現在の登録

数と注射頭数を申し上げたいと思います。登録

頭数が５６９１頭でございます。注射済みの頭

数が４６６７頭ということでございます。 

 それと２点目の接種率の関連の質問があった

かと思いますが、接種率が年々低下をしており

ました。そこで、２９年度に一部事務を改善し

まして、まずは飼い主へのダイレクトメールを

出しましょうというようなことで、飼い主に対

して、飼い犬に狂犬病の予防接種をするのは義

務ですよというようなことをお知らせをする取

り組みをしました。 

 ２点目としまして、広報媒体、市報あるいは

環境課で発行しております「しろくまだよ

り」、御存じかと思いますが、それから市ホー

ムページ、そういう等々の広報媒体を活用し

て、啓発を強化いたしました。 

 それから３点目といたしまして、集合注射、

――４月に実施をしておりますが、集合注射を

受けられなかった未接種の飼い主に対しまし

て、毎年催告、注射を受けてくださいというよ

うな催告をしておりますが、それをそれまでは

年１回やっておりましたが、それを年２回に強

化をするということで、平成３０年度は８月と

１１月に実施をしております。ちなみに発送し

ました数を申し上げておきますと、８月は２０

３８頭分、１５７８通発送をしております。１

１月が１５５３頭分、１１９０通催告書を送付
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をしたというところでございます。 

 最後でございますが、４点目としまして、接

種率を上げるために、電話で高齢犬の生存確認

をいたしまして、登録台帳の整理をしたと。そ

の４点をもって、接種率向上の改善の取り組み

を進めてきたというところでございます。 

 御質問になかったこともお答えしたかと思い

ますが、以上でございます。 

○委員（山本幸廣君） 詳細に、本当に御説明

いただきまして、武宮課長、ありがとうござい

ます。今の時代の中で、今言われたとおりです

ね、やっぱり啓蒙活動していかなきゃいけない

ということですので、本当に詳細に説明いただ

きましたので、納得いたしました。 

○委員（田方芳信君） 今、犬についてはこう

いう予防接種をされていますけど、猫はどぎゃ

んなっとっとだろか。何も考えてない。 

○環境課長（武宮 学君） 犬ではなくて猫に

関する御質問でございますが、犬に関しまして

は狂犬病予防法がございます。猫に関しまして

は動物愛護法というのがございまして、その動

物愛護法をひもといてみますと、傷病猫、いわ

ゆるけがをしている猫の対応については、県知

事が対応するというふうに明記をされておりま

す。 

 その取り扱い方はいろいろ、さまざまあるか

と思いますが、当課には猫に関する苦情が非常

に多うございます。その猫といいますのは傷病

猫じゃございませんで、いわゆる野良猫に関す

る苦情でございます。野良猫に餌を上げて、そ

の延長線上で猫が何十匹もふえたと。近所に大

分、野良猫がたむろしているというようなこと

で、非常に苦情が多うございますが、そういう

苦情があった場合には、当課の職員が現地を確

認しまして、餌やりをしない、餌をやった猫は

飼い主同然として自分で飼ってくださいという

ような指導をしております。 

 猫に関しましては非常に、県なのか市なのか

という境目が非常に難しゅうございます。主に

市が、基礎自治体でございますので、住民に寄

り添った対応をしております。今後とも猫に関

しましては、同様の対応をしていきたいという

ふうに思っております。 

 以上でございます。（委員田方芳信君「は

い、ありがとうございました」と呼ぶ） 

○委員長（中村和美君） ほかにありません

か。 

○委員（山本幸廣君） もう一つよかですか。

８１ページ、衛生費の中でですね、地下水の保

全の対策事業、先ほど次長から説明がるるあっ

たんですが、毎年毎年、地下水の保全の対策は

どのような対策を今進めておられるんですか。 

○環境課長（武宮 学君） ただいまの質問で

ございますが、現在、実施をしております地下

水の関係の調査を、まずもって説明をさせてい

ただきたいというふうに思います。 

 現在、地下水に関しましては、まず塩水化調

査を実施しております。塩水化調査につきまし

ては、平成３１年度は、これは毎月調査でござ

いますが、２１地点を予定しております。 

 それからもう一点、地下水に関する有害物質

のモニタリング調査というのもやっておりま

す。モニタリング調査につきましては、箇所数

としましては８カ所でございますが、検査対象

の有害物質としましては、ホウ素が３地点、ヒ

素が３地点、フッ素が５地点、鉛が２地点やっ

ておりまして、これは年２回、そのモニタリン

グのお宅を訪問して水をいただいているという

ようなところでございます。 

 以上でございます。 

 もう一点は、水位でしたかね。地下水位の質

問もございましたですかね。追加してお答えし

たいと思います。 

 地下水位観測地点というのがございまして、

市内では７カ所ほどございます。その７カ所に

つきまして、地下水位の変動をですね、観測を
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しておりまして、傾向としましては右肩上がり

で地下水位は回復をしております。 

 １カ所は浅井戸、残り６カ所は深井戸という

ことになりますが、今後ともですね、それは地

下水位を観測することによって、地下水量をあ

る程度予測しているというようなものでござい

ますけれども、地下水量、先ほど冒頭、一番最

初に申し上げました地下水質ともにですね、今

後とも継続して調査をしてまいりたいと、かよ

うに考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（山本幸廣君） 今、本当にいい説明を

していただきました。その結果としてですね、

いろんな問題点が出ないためにもですね、調査

箇所をもう１カ所、２カ所ふやすとかですね、

そういうのも検討してほしいなと。今のところ

は問題がないという、課長のほうから説明があ

りましたので、それは了としてですね、そのよ

うなことも今後この予算計上の中でもですね、

来年度に向けてそういう検討をしていただけた

らなと、そういうふうに思いますので、よろし

くお願いをしておきます。 

○委員長（中村和美君） ほか、質疑ありませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、意見があ

りましたらお願いします。 

○委員（堀 徹男君） まず、８２ページの塵

芥処理費の件ですが、本年度予算が１２億４８

５４万６０００円ということで、そのうち、先

ほどの説明を聞く限りでは、委託料が総額で１

０億５５２万円ですかね、を占める大きな、委

託がほぼ大きな事業を占めているということ

で、委託先にあってはですね、事故、けがのな

いよう安心・安全な対策を徹底していただくよ

うにお願いをしたいというふうに思います。 

 それともう一点が、塵芥施設維持管理事業に

２５８４万円というお金がかかっているわけで

すけど、環境センターも順調に運転されている

ということで、中北の清掃センターのですね、

解体の促進に向けても、お願いをしておきたい

なというふうに思います。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で第

４款・衛生費についてを終了いたします。 

 それでは、午前中の審査を終了し、しばらく

休憩します。午後は１３時より再開いたしま

す。 

（午前１１時４６分 休憩） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後１時００分 開議） 

○委員長（中村和美君） それでは、休憩前に

引き続き、建設環境委員会を再開いたします。 

 次に、歳出の第７款・土木費及び第１０款・

災害復旧費について、建設部から一括して説明

願います。 

○建設部長（松本浩二君） 建設部の松本でご

ざいます。 

 平成３１年度当初予算の説明に当たりまし

て、建設部所管の一般会計、特別会計、企業会

計について総括を述べさせていただきます。 

 着座にて説明させていただきます。失礼しま

す。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○建設部長（松本浩二君） 本市では、まちづ

くりの目標として、「しあわせあふれる、ひと

・もの、交流拠点都市“やつしろ”」を将来像

に掲げ、建設部では、安全・安心で魅力ある都

市を築くために、主に社会基盤の整備に力を入

れた施策に重点的に取り組んでまいります。 

 平成３１年度当初予算は、防災・減災、国土

強靭化のための３カ年緊急対策による国の二次

補正予算と、実質的には執行時期が重なります

ことから、これを予算の前倒しと捉え、一体的
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な予算として編成をいたしております。 

 第７款・土木費の３１年度当初予算額は４７

億９１１５万円で、前年度予算額に対して５億

８３３２万６０００円の減額、率にして約１１

％減となっておりますが、先ほど御審議いただ

きました国の二次補正関連の３０年度補正予算

２件と、これから御審議いただきます３１年度

当初予算及び補正予算を加えました実質的な３

１年度予算は、前年度に対して１億５５５２万

４０００円増額の５５億３０００万円、率にし

て約３％の増額となっております。 

 続きまして、その主な内容でございます。 

 まず、暮らしを支える道路では、広域交通網

のかなめとなる都市計画道路西片西宮線の用地

取得等に要する経費として、３１８０万円増の

１億２５８０万円を計上し、同じく沖新開線で

は、昨年度に実施しました交通実態調査に続

き、事業化に向けた概略設計に着手いたしま

す。 

 また、県事業への負担金となりますが、南部

幹線では、移転補償調査及び用地取得等に要す

る事業費の１０％、５０００万円を計上いたし

ております。これは、昨年度の当初予算と比較

して約３.５倍の伸びとなっております。 

 次に、新庁舎を核とした中心市街地のまちづ

くりの一環で、市役所新庁舎から本町アーケー

ドを結ぶ市道を、中心市街地への玄関口となる

シンボルロードとして位置づけ、延長２６０メ

ートルを単年度で整備する予算として１億円を

計上いたしました。 

 また、生活関連道路整備では、市単独予算を

もって、主に地域要望に応える一般道路新設改

良事業で、５３路線の整備に、前年度と比較し

て１７１０万円増の５億５０００万円を計上い

たしました。 

 同じく、市民生活に最も身近な道路施設の修

繕や補修を行います道路維持事業では、７７１

万９０００円増の２億３３５９万６０００円を

計上し、経済性に加えて安全性や信頼性の高い

維持管理を進めてまいります。 

 また、住環境整備のうち住宅関連では、老朽

危険空き家等への解体費補助や民間建築物耐震

化支援に係る補助、危険な状態のブロック塀等

の除却費用に対する補助制度など、耐震化の推

進及び建築物の安全対策を積極的に進めるとと

もに、八千把地区土地区画整理事業では、２０

２２年の完了に向けて、道路の整備や整地を進

め、宅地の利用増進を図ります。 

 また、快適な生活環境の確保と公共用水域の

水質保全に欠かすことのできない下水道関連事

業におきましては、特別会計の農業集落排水処

理施設事業及び浄化槽市町村整備推進事業で

は、４月からの料金改定を踏まえ、収納率の向

上と維持管理費の削減により、さらなる経営の

安定化に努めます。 

 また、企業会計の公共下水道事業では、市街

地内の浸水被害軽減のための北部中央公園雨水

調整池整備事業、３カ年計画の２年目を迎え、

工事を本格化させてまいります。 

 今後とも、安全・安心で魅力ある都市の建設

に向けて、厳しい財政状況の中ではあります

が、建設部職員一丸となって、国の補正予算な

どの財源的に有利な事業を優先的に受け入れる

ことのできる体制づくりを進め、事業のさらな

る促進に努めてまいりたいと考えております。 

 以上、平成３１年度当初予算の説明に当たり

まして、建設部所管分の総括とさせていただき

ます。 

 続きまして、本委員会に付託されました議案

につきまして、楠本次長並びに関係課長より御

説明申し上げますので、よろしくお願いいたし

ます。 

○建設部次長（楠本研二君） 皆さん、こんに

ちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）建設部

の楠本でございます。 

 着座にて説明させていただきます。よろしい
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でしょうか。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○建設部次長（楠本研二君） 議案第４号・平

成３１年度八代市一般会計予算のうち、第７款

・土木費、第１０款・災害復旧費について御説

明いたします。 

 予算書の７ページをお開きください。 

 第１表・歳入歳出予算中、第７款・土木費の

歳出分では４７億９１１５万円を計上しており

ます。前年度対比５億８３３２万６０００円、

約１１％の減でございます。 

 これは、３１年度に予定していた道路橋梁費

及び港湾費の事業の一部を平成３０年度３月補

正予算に前倒ししたことによる予算減や、都市

計画費の予算減などが主な要因でございます。 

 項１・土木費では２億８５２５万７０００円

を計上しております。前年度対比２７０９万９

０００円、１０.５％の増でございます。 

 項２・道路橋梁費では１４億１４０万９００

０円を計上しております。前年度対比１億９５

４２万７０００円、１２.２％の減でございま

す。 

 これは、３１年度に予定していた市内一円道

路改良事業、道路維持事業及び橋梁長寿命化修

繕事業の一部を平成３０年度３月補正予算に前

倒ししたことによる予算減が主な理由でござい

ます。 

 ８ページをお開きください。 

 項３・河川費では、６０１６万８０００円を

計上しております。対前年度比９８１万４００

０円、１４％の減でございます。 

 項４・港湾費では、３億６７５３万円を計上

しております。対前年度比１億３６６５万１０

００円、２７.１％の減でございます。 

 これは、３１年度に予定していた八代港県営

事業負担金事業の一部を平成３０年度３月補正

に前倒ししたことによる予算減が主な理由でご

ざいます。 

 項５・都市計画費では２４億８０５４万３０

００円を計上しております。対前年度比２億５

４１４万１０００円、９.３％の減でございま

す。 

 これは、八千把地区土地区画整理事業におい

て、補償費や積立金の予算減が主な理由でござ

います。 

 項６・住宅費では１億９６２４万３０００円

を計上しております。対前年度比１４３９万２

０００円、６.８％の減でございます。 

 続きまして、目ごとの主な事業とその内容に

ついて説明いたします。 

 ９５ページをお開きください。 

 右側の説明欄に記載の事業内容を説明した

後、節の内訳の中で、主なものについて御説明

させていただきます。 

 なお、各目の節２・給料から節４の共済費ま

では職員の人件費でございまして、その職員数

は右の説明欄に記載しておりますことから、説

明を省略させていただきます。 

 項１・土木管理費、目１・土木総務費では５

３２２万３０００円を計上しております。内容

としましては、公共用地取得・登記事務事業の

３９０万９０００円が主なものです。節７・賃

金の３１４万３０００円は、登記事務嘱託職員

２名分の人件費でございます。 

 次に、目２・建築総務費では２億３２０３万

４０００円を計上しております。 

 建築行政事業では、特殊建築物定期報告業務

委託や、年３回開催予定の建築審査会などを行

う費用として２６５万４０００円。 

 老朽危険空き家等除却促進事業では、老朽化

して危険な状態で放置されている空き家の除却

費用の一部を補助する費用として、４２件分、

２５８８万９０００円。 

 民間建築物耐震化促進事業では、民間建築物

の耐震化を促進するため、耐震改修工事等を行

う費用の一部を補助する費用として、耐震建替
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工事費補助８件分、耐震改修設計工事費補助７

件分などの１７３３万８０００円。 

 公共建築物営繕事業では、市民が安心して施

設を利用できるように、市有建築物や設備の定

期点検を行う費用として１３７６万６０００

円。 

 空き家バンク事業では、売買や賃貸契約が成

立した登録物件に対する後片づけや改修工事の

補助費用及び空き家情報システムのＷｉｎｄｏ

ｗｓ１０対応に伴うバージョンアップ費用とし

て、４１４万円を計上しております。 

 ９６ページをお開きください。 

 ユニバーサルデザイン建築物整備促進事業で

は、ユニバーサルデザインに配慮した建築物の

整備を促進するため、公共性の高い既存民間建

築物のバリアフリー化に対し、県の補助制度を

活用して、改修工事費の一部を補助する費用と

して２００万円。 

 アスベスト調査分析事業では、民間の既存建

築物に施工されている吹きつけアスベストなど

について、専門業者による含有調査に対して費

用の一部を補助する費用として、２０件分、５

００万円。 

 アスベスト対策に係る建築物実態調査事業で

は、中小規模の建築物において、吹きつけアス

ベストを使用しているおそれのある９０８件分

の建築物実態調査費用としての７５４万４００

０円。 

 危険ブロック塀等除却促進事業では、ブロッ

ク塀の倒壊による人身事故の防止及び避難路の

確保のため、一般の交通の用に供されている道

路に面した危険なブロック塀の除却費用の一部

を補助する費用として、３０件分、６００万円

を計上しております。 

 再度、９５ページをお願いします。 

 節７・賃金の１０４６万円は、公共建築物営

繕事業における点検員４名分の人件費でござい

ます。 

 次の９６ページをお願いいたします。 

 節１３・委託料１１３９万３０００円は、現

在７課５支所に導入されております空き家情報

システムのＷｉｎｄｏｗｓ１０対応に伴うバー

ジョンアップに要する費用１３６万７０００円

や、アスベスト対策に係る建築物実態調査業務

委託に要する費用７５４万４０００円などが主

なものでございます。節１９・負担金補助及び

交付金の５７６５万４０００円は、老朽危険空

き家等の除却に対するものなど、各種の補助メ

ニューによる補助金が主なものでございます。 

 次の項２・道路橋梁費、目１・道路橋梁総務

費では１億７６１６万円を計上しております。

事業の内容としましては、市道の管理全般を行

う道路橋梁総務一般事務事業、２８７２万９０

００円が主なものです。節７・賃金の１２６万

５０００円は、市道及び法定外用地の占用情報

のデータ化に従事する臨時職員１名分の人件費

でございます。委託料２６００万円は、道路台

帳の作成及び修正などの業務委託に要する費用

でございます。 

 ９７ページをごらんください。 

 目２・道路維持費では３億３１１万円を計上

しております。事業の内容につきましては、市

道に附属するカーブミラーやガードレール、街

路灯などの交通安全施設の設置及び補修を行う

交通安全施設整備事業に３１７１万円、市内一

円の道路舗装や側溝などの修繕を行う道路維持

事業に２億５５５９万６０００円を計上してお

ります。節１１・需用費６９４１万５０００円

は、市内一円の道路側溝や舗装、交通安全施設

などの修繕料や、街路灯などの電気代が主なも

のでございます。節１２・役務費７０４万７０

００円は、道路側溝のしゅんせつや地下道の点

検清掃の手数料でございます。節１３・委託料

６６９４万１０００円は、緑の回廊線や幹線市

道の街路樹の管理・剪定及び、除草作業委託や

道路パトロール業務委託及び、新八代駅関連施
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設管理委託などが主なものです。節１５・工事

請負費１億４１８５万円は、ガードレールなど

の交通安全施設設置工事や、新開古閑浜線など

２８路線、約４.３キロメートルの舗装補修工

事などに要する費用でございます。節１６・原

材料費１５５０万円は、地元施工による生コン

舗装の材料や、路面の補修用の簡易アスファル

ト合材、カーブミラーなどの安全施設の部材購

入費に要する費用でございます。 

 次の目３・道路新設改良費では８億６７２６

万９０００円を計上しております。事業の内容

としましては、単県道路事業負担金事業では、

県道・芦北坂本線など６路線の改良工事や、側

溝整備などの県事業に対する市の負担金として

１５６７万４０００円を計上し、その負担率

は、補助事業による改良工事で約６.２％、単

独費による改良工事と維持工事がそれぞれ１５

％でございます。 

 また、主に市道の拡幅改良や舗装・側溝の整

備を行う市内一円道路改良事業は、５億９００

０万円を計上しております。 

 社会資本整備総合交付金事業では、龍峯地区

の竜西東西１２号線など２路線を。単独事業で

は、泉町の糸原線など市内全体で５５路線の道

路改良や、郡築東西６号線の歩道のバリアフリ

ー化を予定しております。 

 シンボルロード整備事業では、市役所新庁舎

から本町アーケードを結ぶ八代市本町１丁目２

号線、通称こいこい通りを中心市街地の玄関口

となるシンボルロードとして整備することで、

良好な景観を形成し、人の流れやにぎわいを創

出するために必要な工事請負費１億円を計上し

ております。節１３・委託料７９４０万円は、

交付金事業や単独事業で取り組む市道整備に必

要な測量設計業務などの委託に要する費用でご

ざいます。 

 ９８ページをお開きください。 

 節１５の工事請負費５億７１１０万円は、シ

ンボルロード整備工事や、市単独事業で取り組

む市内一円の５５路線などの工事に要する費用

でございます。節１７の公有財産購入費４９０

万円と、節２２・補償、補塡及び賠償金２９９

０万円は、市内一円市道整備に伴う用地購入、

家屋や立木補償及び工事に支障となる電柱移転

補償などに要する費用でございます。節１９の

負担金補助及び交付金１５６７万４０００円

は、県事業に対する負担金でございます。 

 目４・橋梁維持費では２０２７万円を計上し

ております。事業の内容としましては、市が管

理する橋梁の維持補修などを行う市内一円橋梁

維持管理事業で２７万円、道路法の改正に伴

い、市内の全橋梁１８６９橋の橋梁点検並びに

修繕計画を策定し、計画的に修繕工事を進めて

いる橋梁長寿命化修繕事業では２０００万円を

計上し、橋梁の定期点検１８０橋を予定してお

ります。 

 節の内訳では、節１１・需用費２７万円は、

橋梁照明灯の電気料でございます。節１３・委

託料２０００万円は、１８０橋の橋梁定期点検

業務委託に要する費用でございます。 

 目５・橋梁新設改良費では３４６０万円を計

上しております。事業の内容としましては、幅

が狭く通りづらいなどの橋梁を改修する市内一

円橋梁改修事業では、橋の改修工事や設計業務

委託を予定しております。節１３・委託料２１

６０万円では、千丁町の太新線７号橋など４橋

の設計業務委託を予定しております。節１５・

工事請負費１３００万円では、宮地町１１号橋

など２橋の改修工事を実施する予定です。 

 項３・河川費では、目１・河川費で６０１６

万８０００円を計上しております。 

 県河川海岸事業負担金事業では、坂本町の大

門瀬など３カ所での急傾斜地崩壊対策や、明治

新田海岸の海岸堤防等老朽化対策緊急事業に対

する負担金として、５％から３分の１の負担率

で１０００万円を計上しております。 
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 次の市内一円河川改修事業では、鏡町の新川

など１０カ所の河川改修に要する費用として、

４８３１万８０００円を計上しております。 

 二見川渇水対策施設維持管理事業では、南九

州西回り自動車道・赤松トンネル建設時に発生

した二見川の渇水対策として、揚水ポンプの運

転経費及び施設の管理を行う費用として、１８

５万円を計上しております。節１１・需用費の

６００万７０００円は、河川護岸等の修繕料や

二見川渇水対策用のポンプ等の電気料が主なも

のです。節１３・委託料の２００７万１０００

円は、河川の除草や清掃委託・改修工事の測量

設計委託が主なものでございます。 

 ９９ページをごらんください。 

 節１５・工事請負費の２３３０万円は、鏡町

の新川など１０河川の改修工事が主なもので、

節１９・負担金補助及び交付金の１０４２万４

０００円は、県河川海岸事業負担金が主なもの

でございます。 

 次の、項４・港湾費、目１・港湾管理費９６

８万９０００円は、八代港振興事業に２０８万

３０００円、市が管理する日奈久港及び鏡港の

港湾施設等の維持管理を行う港湾管理事業に７

６０万６０００円を計上しております。節１１

・需用費では、日奈久港と鏡港の夜間照明灯の

電気料や浮桟橋の修繕料などの費用として４１

５万６０００円。節１３・委託料は、日奈久港

の航路標識の設置や高潮時のポンプによる排水

対策に要する費用として、３２９万８０００円

を計上しております。節１９・負担金補助及び

交付金２０８万３０００円は、八代港振興事業

にかかわる熊本県港湾協会等負担金でございま

す。 

 目２・港湾建設費では３億５７８４万１００

０円を計上し、八代港県営事業負担金事業で

は、同事業に対する市の負担金として３億５８

０万円を計上しております。港湾施設改修事業

では、２７００万円を計上しております。 

 １００ページをお開きください。 

 節の内訳としまして、節１５・工事請負費２

７００万円は、日奈久港の浮消波防波堤設置工

事に要する費用でございます。節１９・負担金

補助及び交付金は、クルーズ岸壁整備では負担

率２０分の１で７３６０万円、耐震強化岸壁整

備では、負担率１０分の１で１億２８０万円、

港湾補修事業では、負担率６分の１で１億２３

５０万円など、合計３億５８０万円を計上して

おります。 

 項５・都市計画費、目１・都市計画総務費で

は、１６億８２８５万６０００円を計上してお

ります。 

 景観形成支援事業では、八代市景観条例及び

八代市景観計画に基づき、市全域を対象とした

民間建築物などの景観形成行為の届け出に対す

る技術的助言、並びに、景観重点地区における

建築物等の修景や緑化及び優良な景観まちづく

り活動に対する費用助成など、良好な景観形成

に対する支援を行うもので、３４１万６０００

円を計上しております。 

 熊本地震により被災した私道の復旧工事費の

一部を支援する被災私道復旧支援事業（地震災

害関連）では、１件分３００万円。同じく、熊

本地震で被災した宅地の復旧工事費の一部を支

援する被災宅地復旧支援事業（地震災害関連）

では、１８件分の３１６０万円を計上しており

ます。 

 また、下水道事業会計へ支出します企業会計

繰出金事業に１５億３８５０万円を計上してお

ります。 

 節の内訳ですが、節１３・委託料９５６万８

０００円は、都市計画地形図修正業務や都市計

画法定図書電子化業務並びに景観重点地区景観

形成基準等策定業務の委託経費でございます。

節１４・使用料及び賃借料の３９９万１０００

円は、土木積算システムのリース代が主なもの

でございます。 
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 １０１ページをごらんください。 

 節１９・負担金及び交付金３５５８万７００

０円は、地震災害関連として、被災した私道復

旧並びに宅地の復旧補助金でございます。節２

８・繰出金１５億３８５０万円は、企業会計で

あります下水道事業への繰出金です。前年度対

比６８００万円の減となっております。詳細に

つきましては、下水道事業会計で説明いたしま

す。 

 目２・街路事業費では２億２５３５万８００

０円を計上しております。 

 南部幹線道路整備事業の５０００万円は、前

川を挟む県施工区間の建物等調査及び用地補償

費に対する県への負担金でございます。 

 西片西宮線道路整備事業は、八代臨港線から

国道３号に至る路線延長１０００メートルのう

ち、市道上片町上日置町線から市道上日置町西

宮町１号線までの３５０メートル区間を２工区

として取り組んでおり、３１年度は、主に用地

及び補償費として１億２５８０万円を計上して

おります。 

 沖新開線道路整備事業は、八代臨港線の沖町

から新開町の県道・八代港大手町線を結ぶ延長

約２キロの都市計画道路でありまして、道路周

辺の渋滞解消と市民生活の利便性と安全性を向

上させる道路として、３０年度より事業に着手

したものです。 

 ３１年度は、昨年度実施した周辺交通量の実

態調査結果をもとに交通解析を行い、将来交通

量推計、車線数の検討などの概略設計費用５０

０万円を計上しております。 

 節の内訳でございますが、節１３・委託料９

５２万円は、西片西宮線３工区の交差点設計等

の予備設計業務委託、沖新開線の概略設計業務

委託に要する費用でございます。節１７・公有

財産購入費１７８０万円と、節２２の補償、補

塡及び賠償金１億４００万円は、西片西宮線の

用地取得及び建物等移転補償に要する費用でご

ざいます。節１９・負担金及び交付金５００４

万円は、南部幹線の県事業負担金が主なもので

ございます。 

 目３・都市下水路費では７９９５万４０００

円を計上し、右の欄の雨水ポンプ場維持管理事

業では、日奈久浜町ポンプ場及び徳淵ポンプ場

の運転・点検及び修繕費用として、１０１２万

７０００円。 

 都市下水路維持管理事業では、宮地都市下水

路の土砂しゅんせつや除草清掃などの費用とし

て、３７４万６０００円。 

 樋門樋管操作管理事業では、球磨川流域の堤

防に設置されている樋門や閘門など４５カ所の

管理を国土交通省から委託を受け、その操作員

の委嘱から操作方法の講習や備品管理を行うも

ので、その費用として７０６万５０００円を計

上しております。 

 市内一円都市下水路整備事業５４４７万円

は、用途区域内の排水路の維持管理及び、１１

カ所で延長８００メートルの改良を行う費用で

ございます。 

 節の内訳ですが、節８・報償費６９１万１０

００円は、球磨川流域に設置された樋門樋管の

操作員３６名への報酬で、節１１・需要費１３

６３万１０００円は、市内一円の都市下水路の

修繕及び堆積土砂のしゅんせつ、日奈久浜町と

徳淵にあるポンプ場の燃料や光熱費などでござ

います。 

 １０２ページをお開きください。 

 節１２・役務費１１８万４０００円は、地元

施工でしゅんせつされた土砂の運搬料や、樋門

操作管理人に掛ける傷害保険料が主なものでご

ざいます。節１３・委託料８４０万３０００円

と節１５・工事請負費４５０８万６０００円

は、市内一円の都市下水路整備に伴う測量設計

業務と工事費、日奈久浜町ポンプ場におけるポ

ンプ井のしゅんせつと、ポンプ吐出弁の取りか

え工事に要する費用でございます。 
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 目４の公園費では１億８７５２万８０００円

を計上しております。 

 市内一円公園維持管理事業では、市内１００

公園の施設修繕や管理業務委託、樹木管理委託

などに要する費用として１億７３３万９０００

円。 

 市内一円公園施設整備事業では、図書館横広

場のあずまや屋根改修や、坂本町のくま川ワイ

ワイパーク公園大型遊具の一部改修など、１３

公園の施設改修及び遊具改築。 

 復旧復興事業として、ソーラー照明灯設置３

公園などの工事費用として２９２０万円。 

 公園施設長寿命化対策支援事業では、鏡町の

内田児童公園など５公園の遊具改築工事費など

で、２０００万円を計上しております。 

 節の内訳ですが、節１１・需用費１７８３万

２０００円は、施設修繕や電気料、下水道使用

料などが主なものでございます。節１２・役務

費の４０２万４０００円は、公園管理手数料や

トイレのくみ取りに要する費用でございます。

節１３・委託料７５６０万６０００円は、樹木

管理や清掃業務委託が主なものでございます。

節１４・使用料及び賃借料１０１４万円は、球

磨川スポーツ公園の簡易トイレ賃借料や土地使

用料でございます。節１５・工事請負費４７７

０万円は、公園施設整備や長寿命化対策に対す

る費用でございます。 

 目５・区画整理費では、３億４８４万７００

０円を計上しております。 

 八千把地区土地区画整理事業では、区域内の

幹線となる古閑中１号線などの道路整備と、建

物移転補償などに要する費用として２億１１３

万円。 

 八千把地区土地区画整理保留地販売促進事業

では、整備が完了した保留地を民間の不動産業

者の力をかりて販売促進をするもので、８４万

８０００円を計上しております。 

 １０３ページをごらんください。 

 八千把地区土地区画整理事業基金事業は、保

留地売り払い収入及び利子分を同基金に積み立

てるもので、３１年度は４８０１万９０００円

を見込んでおります。 

 戻りまして、１０２ページをお願いいたしま

す。 

 下段の節８・報償費の８４万８０００円は、

保留地販売促進手数料３件分でございます。次

の１０３ページの節１１・需用費の３２８万５

０００円は、消耗品及び公用車のガソリン代な

どが主なものでございます。節１３・委託料の

１９１６万７０００円は、画地測量や補償費再

算定業務が主なものでございます。節１５・工

事請負費の９８００万円は、都市計画道路の舗

装工事及び区画道路の整備や舗装工事が主なも

のでございます。節２２・補償、補塡及び賠償

金の８３５０万円は、建物移転補償１件分が主

なものでございます。節２５・積立金４８０１

万９０００円は、事業基金への積立金でござい

ます。 

 項６・住宅費、目１・住宅管理費では、１億

９６０９万４０００円を計上しております。 

 公営住宅施設整備事業では、市営住宅１５団

地の火災報知器取りかえや、政策空き家２戸分

の解体などに要する費用として、２６６７万９

０００円を計上しております。 

 １０４ページをお開きください。 

 公営住宅管理事業では、老朽箇所の修繕並び

に給排水設備や浄化槽設備などの保守点検の費

用として、６１９８万８０００円を計上してお

ります。 

 公営住宅ストック総合改善事業の５９８４万

１０００円は、八代市市営住宅長寿命化計画に

基づき、計画的に維持保全するために、建物、

機械、電気設備の改善に要する経費でございま

す。 

 節の内訳ですが、節１１・需用費５４６５万

６０００円は、市営住宅の火災報知器取りかえ
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などの修繕料が主なものでございます。節１２

・役務費の４０５万６０００円は、団地内の除

草や植木剪定などの手数料が主なものでござい

ます。節１３・委託料２３５０万３０００円

は、市営住宅の各種設備の保守点検等に要する

経費が主なものでございます。節１５・工事請

負費６１５７万７０００円は、麦島団地２棟の

屋上防水と外壁改修工事費などが主なものでご

ざいます。 

 目２・住宅用地造成費では１４万９０００円

を計上しております。 

 宅地分譲貸付事業は、定住促進のために造成

した宅地分譲地の販売及び貸し付けを行うもの

で、節１・報酬３万円は、宅地分譲審査委員５

名分の報酬を、節１９・負担金補助及び交付金

１０万円は、東陽町平野団地１区画分の農業集

落排水事業の受益者負担金でございます。 

 続きまして、資料の説明をさせていただきま

す。お配りしております、右肩に建設環境委員

会資料と記載しております、議案第４号・平成

３１年度八代市一般会計予算・建設部所管分、

Ａ４版、４３ページのこれでございます。 

 この資料は、土木費の中で主に市内一円で実

施している事業の詳細をお示しするもので、表

紙の裏に目次をつけております。 

 １ページに市内一円道路維持事業の予定表、

２ページ目から１０ページまでが、その箇所図

でございます。同様に、事業ごとに予定表及び

箇所図を添付しております。 

 以上が、第７款・土木費でございます。 

 次に、１２２ページをお開きください。 

 次に、第１０款・災害復旧費の建設部所管分

について、説明いたします。 

 ページの中ほどに記載の、項２・公共土木施

設災害復旧費、目１・道路橋梁施設災害復旧費

において、道路橋梁施設災害復旧事業として、

節１５・工事請負費で１０００円を計上してお

ります。 

 以上、第７款・土木費、第１０款・災害復旧

費の建設部関係の説明とさせていただきます。

御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○委員（谷川 登君） ９５ページのですね、

建築関係なんですが、土木費の中で、危険空き

家の件ですが、八代市内ではかなり危険な空き

家があると思いますが、今現在の状況というの

は、少しお話を聞かせていただければと思いま

す。 

○建築指導課長（宮端晋也君） 建築指導課、

宮端でございます。よろしくお願いします。 

 八代市内の空き家の状況で、お尋ねでござい

ますか。（委員谷川登君「はい」と呼ぶ） 

 平成２８年ごろに空き家の実態調査を建築住

宅課としておりますが、そのときの空き家の件

数としましては２２２２件でございました。

（委員谷川登君「あと１回よかですか。済みま

せん、何件」と呼ぶ） 

 ２２２２件で、それが全体の空き家の数とい

うことで、その空き家の劣化の状態に応じて、

レベル分けをしたところまで作業はしておりま

したけども、済みません、今その資料は手元に

ございませんので、その内訳はちょっとお示し

することができません。 

 以上でございます。 

○委員（谷川 登君） ありがとうございま

す。そういう中でですね、当地区の中山間地域

においては特にですね、空き家の家がかなりあ

りますし、ほかの地域もあると思いますが、そ

ういうことで、１件当たりの補助金というのが

６０万程度来るような話を聞いておりますが、

その家の坪の、面積に応じての何なのか、ちょ

っとその辺をお尋ねします。 

○建築指導課長（宮端晋也君） 補助金額の上

限を６０万円としておりますけども、これは補
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助率で、上限が６０万円となっております。補

助率は、別としてですね。補助率のほうは、工

事対象経費の８掛けの３分の２が補助金額、か

つ６０万円が上限となります。 

 以上です。 

○委員（谷川 登君） できればこういった、

今後かなりありますので、私のほうもちょっと

相談を受けているんですが、進捗のほうはどう

かなということで、建築指導課のほうで手紙を

出して通告するけど来ないとか、いろんな対応

されると思いますが、前向きに向かってです

ね、そういった事業に取り組んでいただければ

なというふうに思います。 

 それともう一つ、９７ページのですね、道路

維持費関係なんですが、原材料関係でですね、

先ほど説明の中で、生コン、それからアスファ

ルト、カーブミラーとかいうような対象になっ

ておりますが、これはガードレールとかそうい

ったのは、入っていないんですかね。 

○土木課長（西 竜一君） 市道に関しまし

て、市が管理します道路でですね、必要なとこ

ろについてはですね、ガードレール等もです

ね、原材料一式の対象ということにはなります

が、一般的に個人さんがですね、市道とかです

ね、市の管理している道路に原材料一式をいた

だいて、つけられるということはありませんの

で、修繕にあわせてですね、原材料費でガード

レールを購入し、それを修繕料で設置するとい

うようなものが、主なものでございます。 

○委員（谷川 登君） 中山間地域はですね、

今現在、何十年、できた山がですね、今、伐採

されてですね、非常にこう、生活道路といいま

すか、私道とかいいますか、かなり危ない状況

の中、伐採して、下が１００メートルとか１５

０メートルとかありますので、できればそうい

ったことで、冬はですね、ちょっとこう、運転

操作では谷の底まではってきますけんですね、

とにかく命が大事ですから、そういったこと

で、できればこういった予算のガードレールの

ほうもですね、前向きに組んでいただければな

というふうに思います。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（堀 徹男君） １０３ページのです

ね、住宅管理費の説明の中で、公営住宅施設整

備事業の分で、政策空き家に対する説明があっ

たと思うんですけど、現在、市として、政策空

き家として取り組まれている状況をですね、も

う少し詳しく説明いただいて、あと、どれぐら

い将来的な展望をお持ちなのかというのを、ち

ょっとお聞かせいただきたいんですけれども。 

○理事兼建築住宅課長（下村孝志君） 建築住

宅課、下村と申します。よろしくお願いいたし

ます。 

 ただいま、堀委員のほうから御質問がござい

ました政策空き家でございますけれども、現在

の市営住宅の管理戸数に関しましては１３２６

戸、うち政策空き家といたしましては、１２９

戸ございます。 

 実質ですね、現時点でのことでございますけ

れども、現在入居されていない、実際に既に空

き家になっている戸数について、これは正確な

数字ではございませんけれども、約４０戸ぐら

いございます。それを年次計画により１年間で

４戸ないし６戸のペースで、順次解体していく

という計画でいます。 

 以上でございます。 

○委員長（中村和美君） いいですか。ほかあ

りませんか。 

○委員（堀 徹男君） もう一個ですね。その

１０４ページの住宅用地造成費の分で、宅地分

譲貸付事業というのを、ちょっと済みません、

私よく事業の内容がわからないので、事業の内

容の説明をもう一回してもらっていいですか。 

○用地課長（志水浩二君） 用地課長の志水で

す。お世話になります。 
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 宅地分譲貸付事業、これは旧泉と東陽のほう

が対象になっておりまして、泉の場合は平団地

ですね。それと、ふれあいセンターいずみがあ

ります中尾、こちらのほうを造成されて入居者

に貸してあるということと、もう一点、東陽の

ほうが、ちょうど氷川町の境の急坂を上ったと

ころになります。体育館のそばです。あそこに

平野団地という大きな団地を建設されて、分譲

されております。 

 この事業そのものは、要するに、この土地を

借りる、あるいは、購入される方々が申請をさ

れて、そのための審査会ですね、審査会が主な

事業となっております。 

 以上でよろしいでしょうか。 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

○委員（堀 徹男君） じゃ、合併する前の旧

町村の団地を市が引き継いで、それを貸し付け

ているという事業ということでいいんですか。 

○用地課長（志水浩二君） 泉のほうは貸し付

けでございまして、希望者がおられました場合

は、売買も行っております。東陽のほうについ

ては、基本的に全てが売買のところです。 

 以上です。（委員堀徹男君「はい、ありがと

うございました」と呼ぶ） 

○委員長（中村和美君） ほかございません

か。 

○委員（百田 隆君） １００ページですけ

ど、都市計画総務費の中にですね、景観形成支

援事業というのが出ております。これを具体的

に、ちょっと教えていただけませんでしょう

か。 

○建設政策課長（涌田直美君） 建設政策課、

涌田です。 

 景観形成支援事業といいますのは、今現在、

景観計画のほうを策定しておりまして、来年

度、３１年度で景観条例をつくる予定にしてお

りまして、その後、支援をしていくという事業

になりまして、実際に、まだ支援する場所はな

いんですけど、景観重点地区を設定をしました

らば、そこに支援をするとか、沿道に支援をす

るということを今考えております。 

○委員（百田 隆君） それではちょっとお尋

ねしますけれども、八代神社、世界遺産に登録

されとる宮地の、あそこに３号線から入る道路

ですね、あのあたりについてはその対象になり

得るかどうかをお尋ねします。 

○建設政策課長（涌田直美君） 今現在、景観

計画のほうをつくっておりますけど、景観重点

地区を今のところ４カ所ほど予定をしておりま

す。その４カ所のほうの中に、妙見宮周辺も入

っております。ここの部分が話し合いが進めば

重点地区になるということですね。（委員百田

隆君「じゃ、よろしくお願いします」と呼ぶ） 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（堀 徹男君） ９７ページの道路新設

改良費のですね、シンボルロード整備事業につ

いてもう少し詳しく、１億円でしたっけね、幾

らでしたっけ、かけてされる事業、断トツ大き

な予算をかけてされるので、もう少し事業を詳

しく。 

○建設部長（松本浩二君） それでは、シンボ

ルロードにつきましては、まず、こちら建設環

境委員会の資料をごらんください。２６ページ

のほうに、一応こちらのほうにですね、ちょう

ど市役所の正面から渡ったところの部分の計画

図、大体のイメージ図というような形でお示し

しておりますが、現段階ではこのような基本的

な考え方をお示しするような状況でございます

が、平面図にありますとおり、現在、あずまや

があります広場を、開放的でイベントなどにも

利用できるにぎやかなスペースに再整備すると

いうことで、新庁舎と本町アーケードを結ぶ、

まちへ誘導する市の玄関口というようなイメー

ジで整備をするものでございます。 

 広場のスペースの、――現在、水がかれたよ

うな状態であります池というか、川といいます
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か、そちらのほうは撤去いたしまして、極力、

歩道と車道の段差をなくして、歩行空間を広く

とりたいと。また、その進入路、中心部へ導く

道路としては、照明灯が少なく、大変暗いとい

うような市民からのお声も大変いただいている

ところでございますので、照明灯も現在のやつ

に、現在の予定で約１６基ほど増設したいとい

うようなことを考えております。 

 また、街路樹につきましては、現在、ケヤキ

が植わっているんですが、余りにも大きくなり

過ぎまして、根上がりといいまして、歩道のブ

ロックとかも上に盛り上げているような状況も

ありますので、そういうのは一応伐採して、一

部小さなものぐらいは植えるかと思うんです

が、ほとんど街路樹のほうも撤去するような方

向で、現在考えております。 

 それとか、現在はまだ、その個々のデザイン

あるいは素材とかですね、そこまでを、現在そ

れを詰めているような状況ではございますが、

そのような、今、申し上げましたような、この

歩道の断面のイメージ、このイメージには木が

真ん中にちょっと植わっておりますが、これは

広場の部分でございます。市の中心部と本町ア

ーケード街を結ぶ玄関口、シンボルとなり得る

ような道路づくりというようなことで、この部

分につきましても、似つかわしくないような、

過度の華美な、また豪華なデザインや素材を使

うというようなことは考えておりません。 

 大変厳しい財政状況の中ではございますが、

ここに合って、そして、また人がここに集い、

そしてまた笑顔で通っていただけるような、そ

のような道路づくりということで、工事の実施

につなげてまいりたいというふうに考えており

ます。 

 以上です。 

○委員（堀 徹男君） はい、ありがとうござ

います。もう一個いいですか。 

 そのイメージ図の中に汚水系統というのがあ

って、キッチンカーとか何とかで、イベントか

何か来られた方々に対する便宜を図られるのか

なというアイデアなのかなと思ったんですけれ

ども、ここをそういうにぎわいの創出みたいな

ところにも使われると想定されているというこ

とですかね。 

○建設部長（松本浩二君） はい、今、委員お

っしゃるように、この中にも幾つか、駐車ます

みたいに、１、２、３、４、５台分ですかね、

このような形も現在のところ考えております

が、キッチンカー等が配置したら、やはり電

気、そして排水、そちらのほうも何かしらその

ような工夫をすることで、人が集まるような催

し物をできないかというようなことで、一つの

アイデアとして今回、現在のところ予定をして

いるというか、計画をしているところでござい

ます。 

 以上です。（委員堀徹男君「はい、ありがと

うございました」と呼ぶ） 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） ないようでございま

すので、質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

○委員（田方芳信君） 沖新開線道路でです

ね、設計業務委託で５００万つけていただきま

して、本当にありがとうございます。今後です

ね、この道路については、来年あたりクルーズ

船、そういった状況を将来的に考えれば、大変

貴重な道路になってくるかと思いますので、今

後ともですね、今のように少しずつでも予算を

つけながら、前向きに頑張っていただくことを

お願いをしておきます。よろしくお願いしま

す。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（堀 徹男君） 今回ですね、最初から

国の２次補正で入れたり、出したり、また引っ

込めたりとかですね、大変な予算編成をされた
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と思うんですが、その中でも市民の生活に直結

する生活道路あたりには、市の単独予算をです

ね、増額してでも取り組まれたという予算の取

り組みに対しては、非常に頑張られたなという

印象を持っています。今後もですね、一番生活

に身近な道路の整備というのにはしっかり着眼

を置いてですね、取り組んでいただきたいなと

思います。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（山本幸廣君） 今、部長から説明、土

木費の、今回の予算についてですね、楠本次長

からも説明がありました、詳細にですね。私の

意見としては、一昨年の決算審査を終えた時点

で、施策の方向性というのをですね、これは現

行どおりにするのか、それとも規模を拡充する

のかということで、皆様方が１年を通じて決算

で、そして新しい新年度にそれをどう反映して

いくかということで、１年間大変苦労なされて

ですね、担当職員、そしてまたその予算の要

求、予算編成のときの予算の要求等々ですね、

苦労なされて、新しい新年度にその結果をです

ね、組まれる方向性を踏まえた中で、今回の予

算計上をされたということについてはですね、

心から敬意を表したいと思います。 

 同時にですね、先ほどから出ておりますよう

に、特には生活道路関係、交通安全対策のこの

維持事業関係の予算等を見ても、まだまだです

ね、私から見れば、本当に校区ごとの陳情があ

る２割程度しか、２割程度ぐらいしか進行して

いないという、決算時期にそう説明があったわ

けでありますので、そこら辺を踏まえるとです

ね、財政がですね、どう緊縮しているのかわか

りませんけれども、ここら辺については財政に

対しても厳しくですね、指摘をしておきたいと

私は、意見の中ですけどもですね。 

 それはなぜかといいますと、要求どおりいっ

ていないというのはですね、これはもう見ての

とおりなんですよ。本当に苦労して要求をし

て、それが要求どおりいっていなかったという

ことでありますので、特に交通安全とか教育関

係が伴ってきますので、大変苦労なされてです

ね、緊縮した予算の中でこれだけの事業をし

て、そしてまた、先ほど来、何度も言いますけ

ども、規模を拡充、予定どおりいかないところ

でもですね、安全・安心を保っていかないか

ぬ。そういう生活道路のところについては、し

っかりしたですね、位置づけの中で、担当は物

すごく頑張ったけれども、財政部がそれだけ絞

ってしまったというですね、印象の予算という

のが受けたもんですからですね、ぜひともそう

いう中で私たちも、委員長を含めて、今回のこ

の予算については私も承認しますが、ぜひと

も、この予算の中での努力というのをですね、

しっかり踏まえた中で私たちも協力していかな

いかんなという気持ちになりましたので、意見

です。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） ないようでございま

すので、なければ、これより採決いたします。 

 議案第４号・平成３１年度八代市一般会計予

算中、本委員会関係分については、原案のとお

り決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第３４号・平成３１年度八代市一般会計

補正予算・第１号（関係分） 

○委員長（中村和美君） 次に、議案第３４号

・平成３１年度八代市一般会計補正予算・第１

号中、当委員会関係分を議題とし、説明を求め

ます。 

○建設部次長（楠本研二君） 建設部の楠本で

ございます。引き続き説明させていただきま

す。 
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 議案第３４号・平成３１年度八代市一般会計

補正予算・第１号の建設部所管分について、説

明いたします。よろしくお願いいたします。 

 着座にて説明してよろしいでしょうか。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○建設部次長（楠本研二君） ただいま議案第

４号を審議していただいたばかりですが、今

回、提案します補正につきましては、議案第３

３号・平成３０年度八代市一般会計補正予算・

第１４号で減額いたしました道路橋梁費の２億

６８７２万６０００円を、平成３１年度補正予

算へ組みかえを行い、増額をお願いするもので

ございます。 

 それでは、お手元の議案第３４号・平成３１

年度八代市一般会計補正予算書・第１号をお願

いいたします。 

 １８ページをお開きください。 

 第１表・歳入歳出予算補正のうち、歳出につ

いて説明をいたします。 

 款７・土木費を２億６８７２万６０００円増

額補正し、補正後の額は５０億５９８７万６０

００円としております。 

 その内訳は、項２・道路橋梁費を２億６８７

２万６０００円増額するものでございます。 

 次に、目ごとの詳細を御説明いたします。 

 ２６ページをお開きください。 

 下段の表、款７・土木費、項２・道路橋梁

費、目２・道路維持費に補正額１億４２２０万

円を加えて４億４５３１万円としております。 

 補正額の財源内訳につきましては、国庫支出

金が７１１０万円、地方債が６３９０万円、一

般財源が７２０万円としております。 

 補正額の内訳は、節１３・委託料を２１５０

万円、節１５・工事請負費を１億２０７０万円

増額するものでございます。 

 事業内容ですが、道路維持事業において、本

庁の中央線や、鏡町の内田江向西区線など４路

線の舗装補修及び、坂本町の今泉袈裟堂線や泉

町の下屋敷樅木線など４路線の災害防除工事な

ど、計８路線分でございます。 

 次に、目３・道路新設改良費に補正額３３９

０万円を加えて、９億１１６万９０００円とし

ております。 

 補正額の財源内訳につきましては、国庫支出

金が１８６０万円、地方債が１４４０万円、一

般財源が９０万円としております。 

 補正額の内訳は、節１７・公有財産購入費１

５００万円、節２２・補償、補塡及び賠償金１

８９０万円増額でございます。 

 説明欄に記載しています市内一円道路改良事

業において、千丁町の市道新牟田西牟田線道路

改良工事に伴う用地買収や建物補償費を増額

し、事業の促進を図るものでございます。 

 次に、目４・橋梁維持費に補正額９２６２万

６０００円を加えて、１億１２８９万６０００

円としております。 

 補正額の財源内訳につきましては、国庫支出

金が５０９４万４０００円、地方債が２９３０

万円、一般財源が１２３８万２０００円として

おります。 

 補正額の内訳は、節１３・委託料４０００万

円、節１５・工事請負費５２６２万６０００円

の増額でございます。 

 説明欄に記載しています橋梁長寿命化修繕事

業において、支所管内の１６７橋の定期点検

や、本庁の下大野川２号橋や、東陽町の幕岩橋

など２橋の設計業務委託及び坂本町の中谷橋の

橋梁維持補修工事を行うものでございます。 

 続きまして、資料の説明をさせていただきま

す。別冊の右枠に建設環境委員会資料と記載し

ております、議案第３４号・平成３１年度八代

市一般会計補正予算・第１号・建設部所管分の

Ａ４判、９ページをお願いいたします。 

 済みません、ここで資料の訂正があります。

８ページをお開きください。 

 ８ページの番号１、本庁分の橋梁点検業務委
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託の列ですが、太枠で囲まれている④の議案第

３４号分のところですが、現在ゼロ橋となって

いますが、ここは１６７橋の間違いでございま

す。１６７橋をお願いいたします。どうも済み

ませんでした。 

 資料ですが、１から４ページが道路維持事

業、次に５から７ページが市内一円道路改良事

業、８ページから９ページが橋梁長寿命化修繕

事業で、今回補正をお願いしている事業ごとの

予定表及び箇所図を添付したものでございま

す。 

 以上、議案第３４号・平成３１年度八代市一

般会計補正予算・第１号のうち、本委員会に付

託されました建設部所管分についての説明を終

わります。御審議のほど、よろしくお願いいた

します。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたら、お願いいたします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決します。 

 議案第３４号・平成３１年度八代市一般会計

補正予算・第１号中、当委員会関係分について

は、原案のとおりに決するに賛成の方の挙手を

求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れかえのため、小会します。 

（午後２時１４分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後２時１５分 本会） 

◎議案第９号・平成３１年度八代市農業集落排

水処理施設事業特別会計予算 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、議案第９号・平成３１年度八代市農業

集落排水処理施設事業特別会計予算を議題と

し、説明を求めます。 

○下水道総務課長（久木田昌一君） こんにち

は。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）下水道総

務課の久木田でございます。よろしくお願いい

たします。 

 それでは、議案第９号・平成３１年度八代市

農業集落排水処理施設事業特別会計予算につき

まして、着座にて説明をさせていただきます。 

○委員長（中村和美君） はい。 

○下水道総務課長（久木田昌一君） それで

は、予算書の説明の前に、まず、八代市農業集

落排水処理施設事業の概要について、御説明を

させていただきたいというふうに思います。 

 この事業は、農業集落の生活環境の向上と公

共用水域の水質保全を目的としまして、東陽町

と泉町の中心部で実施をしております。 

 東陽町が平成７年度から１１年度まで、泉町

が平成４年度から８年度まで事業を行っており

まして、建設事業は完了しております。現在

は、施設の維持管理や使用料などの徴収が主な

業務となっております。 

 平成２９年度末の東陽町と泉町を合わせまし

た処理区域内人口は１９９１人、水洗化人口が

１６７３人でございますので、水洗化率は８

４.０％となっております。 

 平成３０年度は、全体で２世帯の新規接続が

あっておりますが、地域全体の人口減少に伴

い、農集区域内の水洗化人口も減少しているよ

うな状況でございます。なお、平成３０年度末

の水洗化率は、２９年度末と同程度を見込んで

いるような現状でございます。 

 このような状況の中で、平成３１年度予算も

引き続き、農業集落の生活環境の向上のための

排水処理施設の維持管理費が主なものとなって
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おります。 

 以上、簡単でございますが、概要説明を終わ

ります。 

 続きまして、平成３１年度八代市農業集落排

水処理施設事業特別会計予算の内容について説

明をいたします。 

 予算書の１１７ページをお願いいたします。 

 歳入歳出予算の総額は、第１条第１項でそれ

ぞれ１億７５万４０００円と定めております。

この額は、前年度より１０４７万４０００円の

減額となっております。 

 第２項・歳入歳出予算の款項の区分及び当該

区分ごとの金額は、１１８ページの第１表・歳

入歳出予算に記載しております。 

 第２条の債務負担行為は、地方自治法第２１

４条の規定により、１１９ページ上段の第２表

・債務負担行為のとおり、２０２０年度当初か

ら履行を開始する契約案件でございます農業集

落排水使用料などコンビニ収納事務委託につい

て、２０１９年度中に事務処理を行えるように

設定を行うものでございます。 

 第３条の地方債は、地方自治法第２３０条第

１項の規定により、１１９ページ下段の第３表

・地方債のとおり、資本費平準化債を目的に１

１６０万円を限度額としまして、起債の方法を

証書借入または証券発行とし、利率及び償還の

方法は記載のとおりでございます。 

 それでは本予算につきまして、１２１ページ

からの説明書をもとに、主なものを御説明いた

します。 

 おめくりいただきまして、１２４ページをお

願いいたします。歳入でございます。 

 款１・分担金及び負担金、項１・分担金、目

１・農業集落排水事業費分担金２０万円は、新

規ます設置者に対して、条例に基づき１世帯当

たり１０万円を徴収しておりまして、前年度と

同様、２件分を予定しております。 

 款２・使用料及び手数料、項１・使用料、目

１・農業集落排水処理施設使用料では、３６９

０万１０００円を計上しており、平成３１年度

からの使用料改定により、２４９万９０００円

の増となっております。 

 １２５ページをお願いいたします。 

 款３・県支出金、項１・県補助金、目１・農

業集落排水事業費県補助金４００万円は、東陽

町、泉町にあります、２つの排水処理施設の最

適整備構想策定業務に係る県補助金でございま

す。 

 この最適整備構想策定業務とは、昨年度実施

いたしました機能診断調査の結果を踏まえまし

て、施設機能の保全に必要な対策、方法・時期

等を定めた機能保全計画の策定を行うものでご

ざいます。 

 款４・繰入金、項１、目１・一般会計繰入金

４８０３万９０００円は、農業総務費からの一

般会計繰入金で、前年度より１４０７万４００

０円の減となっております。これは、使用料の

改正による収入の増加、人件費や長期債の元利

償還金の歳出が減となったことが主な要因でご

ざいます。 

 おめくりいただきまして、１２６ページをお

願いいたします。 

 款７、項１・市債、目１・農業集落排水事業

債１１６０万円は、資本費平準化債でございま

して、１１０万円の増となっております。 

 資本費平準化債とは、使用者の負担を軽減

し、かつ世代間の負担の公平を図るため、本事

業における負担の一部を後年度に繰り延べるた

めのものでございます。 

 １２７ページをお願いいたします。歳出でご

ざいます。 

 款１、項１・農業集落排水処理事業費、目１

・農業集落排水事業費４３７８万３０００円

は、農業集落排水処理施設の維持管理と普及促

進及び使用料の徴収などに要する経費でござい

ます。 
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 主な内訳は、職員１名分の人件費７５７万

円、東陽地区一般事務事業で２４３９万５００

０円、これは主に維持管理経費でございまし

て、処理場及びマンホールポンプの電気料４４

２万２０００円、設備修繕１５０万円、脱水汚

泥収集運搬料１２９万８０００円、施設の維持

管理業務委託料としまして８１９万８０００

円、最適整備構想策定業務委託料４０４万円な

どでございます。 

 また、泉地区一般事務事業で、１１８１万８

０００円を計上いたしております。これも東陽

地区と同様、維持管理経費でございまして、処

理場及びマンホールポンプの電気料２７３万７

０００円、施設修繕２００万円、汚泥引抜手数

料１９６万８０００円、施設の維持管理業務委

託３９７万５０００円などが主なものでござい

ます。 

 農業集落排水事業費は、前年度と比べまして

８６４万７０００円の減となっておりますが、

これは、人件費を実情に合わせまして、本年度

の職員２名から１名に見直しましたことが主な

要因でございます。 

 次に、款２、項１・公債費５６９７万１００

０円は、長期債償還元金が４９３８万円、長期

債償還利子が７５９万１０００円でございまし

て、前年度より１８２万７０００円の減額とな

っており、内訳は説明欄に記載のとおりでござ

います。 

 次の１２８ページから１３３ページまでは給

与費明細書、１３４ページは債務負担行為の支

出予定額などに関する調書でございますが、説

明は省略をさせていただきたいと思います。 

 １３５ページをお願いいたします。 

 地方債の当該年度末などにおける現在高の見

込み額に関する調書でございます。農業集落排

水整備事業債の前年度末現在高見込み額が３億

３６４７万９０００円、当該年度中起債見込み

額が１１６０万円、同年度中元金償還見込み額

が４９３８万円でございますので、当該年度末

現在高見込み額は２億９８６９万９０００円で

ございます。 

 農業集落排水処理施設事業につきましては、

施設の長寿命化と施設更新・整備に要する費用

の平準化を図りながら、計画的な経営を目指

し、水洗化率や収納率の向上による使用料収入

の確保や、適切な維持管理による経費のさらな

る縮減に努めてまいりたいと考えております。 

 以上で、議案第９号・平成３１年度八代市農

業集落排水処理施設事業特別会計予算の説明を

終わります。御審議のほど、よろしくお願いい

たします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） ありませんね。以上

で質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第９号・平成３１年度八代市農業集落排

水処理施設事業特別会計予算については、原案

のとおりに決するに賛成の方の挙手を求めま

す。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第１０号・平成３１年度八代市浄化槽市

町村整備推進事業特別会計予算 

○委員長（中村和美君） 次に、議案第１０号

・平成３１年度八代市浄化槽市町村整備推進事

業特別会計予算を議題とし、説明を求めます。 

○下水道総務課長（久木田昌一君） 下水道総

務課の久木田でございます。引き続きよろしく
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お願いいたします。 

 それでは、議案第１０号・平成３１年度八代

市浄化槽市町村整備推進事業特別会計予算につ

きまして、着座にて説明をさせていただきま

す。 

○委員長（中村和美君） はい。 

○下水道総務課長（久木田昌一君） こちらに

つきましても、予算書の説明の前に、まず八代

市浄化槽市町村整備推進事業の概要につきまし

て説明をさせていただきたいと思います。 

 この事業は、八代市が設置主体となって、浄

化槽を東陽町、泉町の農業集落排水処理施設事

業の認可区域以外の地区で整備し、雑排水等を

処理することにより、生活環境の保全及び公衆

衛生の向上を図るものでございます。 

 東陽町は平成１３年度から、泉町は１４年度

からそれぞれ実施しておりまして、平成３０年

度は、当初設置予定４基に対しまして、東陽町

で１基、泉町で３基、設置をしております。な

お、３１年度も前年度同様、４基の設置を予定

しております。 

 以上、簡単ですが、概要説明を終わります。 

 続きまして、平成３１年度八代市浄化槽市町

村整備推進事業特別会計予算の内容につきまし

て、御説明を申し上げます。 

 予算書の１３９ページをお願いいたします。 

 歳入歳出予算の総額は、第１条第１項で、そ

れぞれを４８７９万３０００円と定めておりま

す。この額は、前年度より９２３万６０００円

の減額となっております。 

 第２項・歳入歳出予算の款項の区分及び当該

区分ごとの金額は、１４０ページの第１表・歳

入歳出予算に記載しております。 

 第２条の債務負担行為は、地方自治法第２１

４条の規定により、１４１ページ上段の第２表

・債務負担行為のとおり、２０２０年度当初か

ら履行を開始する契約案件でございます浄化槽

使用料などコンビニ収納事務委託につきまし

て、２０１９年度中に事務処理を行えるように

設定を行うものでございます。 

 第３条の地方債は、地方自治法第２３０条第

１項の規定により、１４１ページ下段の第３表

・地方債のとおり、浄化槽市町村整備推進事業

を目的に３６０万円を限度としまして、起債の

方法を証書借入または証券発行としまして、利

率及び償還の方法は、記載のとおりでございま

す。 

 それでは、本予算につきまして、１４３ペー

ジからの説明書をもとに、主なものを御説明い

たします。おめくりをいただきまして、１４６

ページをお願いいたします。 

 歳入でございます。 

 款１・分担金及び負担金、項１・分担金、目

１・浄化槽整備推進事業費分担金４０万円は、

合併処理浄化槽を市で設置します際、条例に基

づき、１基当たり１０万円を徴収しておりまし

て、前年度と同様４基分を見込んでおります。 

 款２・使用料及び手数料、項１・使用料、目

１・浄化槽整備推進事業使用料では、２６９２

万６０００円を計上しており、平成３１年度か

らの使用料改定により１７７万８０００円の増

となっております。 

 １４７ページをお願いいたします。 

 款３・県支出金、項１・県補助金、目１・浄

化槽整備推進事業費県補助金７７万５０００円

は、浄化槽を４基設置した場合の浄化槽整備推

進事業補助金及び前年度事業費に応じた交付金

でございます。 

 款４・財産収入、項１・財産運用収入、目１

・利子及び配当金７０００円は、旧泉村及び旧

東陽村が起債償還のために積み立てておりまし

た減債基金の預金利子でございます。この減債

基金の預金利子につきましては、歳入で受け入

れた後、歳出で減債基金に全額を積み立てるも

のでございます。 

 款５・繰入金、項１、目１・一般会計繰入金
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１５６６万８０００円は、前年度より９２５万

１０００円の減となっておりますが、これは、

使用料の改定による歳入の増加、人件費や長期

債の元利償還金の歳出が減となったことが、主

な要因でございます。繰入金は、生活環境総務

費からの一般会計繰入金で、維持管理費や公債

費などに充当しております。 

 おめくりいただきまして、１４８ページをお

願いいたします。 

 款５・繰入金、項２・基金繰入金、目１・浄

化槽市町村整備推進事業減債基金繰入金１４０

万円は、旧泉村及び旧東陽村が起債償還のため

に積み立てておりました減債基金、約１１６３

万円を、平成２８年度から５カ年で取り崩しを

行い、一般会計繰入金の減額につなげるもので

ございます。 

 １４９ページをお願いいたします。 

 款８、項１・市債、目１・浄化槽整備推進事

業債３６０万円は、新規予定設置基数４基が対

象となっております。 

 おめくりをいただきまして、１５０ページを

お願いいたします。 

 歳出でございます。 

 款１、項１・浄化槽市町村整備推進事業費、

目１・浄化槽総務費３７３３万４０００円は、

浄化槽施設の維持管理と普及促進及び使用料の

徴収などに要する経費でございます。 

 内訳は、右側の説明欄に記載のとおり、職員

１人分の人件費と、東陽地区及び泉地区一般事

務事業に必要な費用でございまして、東陽地区

一般事務事業１０１５万９０００円は、１５４

基分の浄化槽法定検査手数料５９万９０００

円、浄化槽維持管理委託料９１３万２０００円

などが主なものでございます。 

 泉地区一般事務事業１８３３万９０００円

は、２６２基分の浄化槽法定検査手数料１０２

万５０００円、浄化槽維持管理委託料１６９３

万円などが主なものでございます。 

 浄化槽総務費は、前年度と比べまして、７４

８万４０００円の減となっておりますが、これ

は、人件費を実情に合わせまして本年度の職員

２名分から１名分に見直しましたことが、主な

要因でございます。 

 目２・浄化槽整備費４７７万４０００円は、

右側の説明欄に記載の、東陽地区及び泉地区整

備事業に必要な費用でございます。 

 東陽地区整備事業２３７万８０００円は、新

規浄化槽設置工事２基分、２３３万１０００円

が主なものでございます。 

 また、泉地区整備事業２３９万６０００円

は、同様に、新規浄化槽設置工事２基分、２３

３万１０００円が主なものでございます。 

 款２、項１・公債費、目１・元金が５３３万

６０００円、目２・利子が１３４万９０００円

でございます。なお、地区ごとの内訳は説明欄

に記載のとおりでございます。 

 １５１ページから１５６ページまでは給与費

明細書、１５７ページは債務負担行為の支出予

定額などに関する調書でございますが、説明は

省略をさせていただきます。 

 おめくりをいただきまして、１５８ページを

お願いいたします。地方債の当該年度末などに

おける、現在高の見込みに関する調書でござい

ます。 

 浄化槽市町村整備推進事業債の、前年度末現

在高見込額が８６０８万９０００円、当該年度

中起債見込額が３６０万円、当該年度中元金償

還見込額が５３３万６０００円でございますの

で、当年度末現在高見込額は８４３５万３００

０円でございます。 

 浄化槽市町村整備推進事業につきましては、

適切な維持管理による経費のさらなる縮減や、

使用料の増収に努めてまいりたいと考えており

ます。 

 以上で、議案第１０号・平成３１年度八代市

浄化槽市町村整備推進事業特別会計予算の説明
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を終わります。御審議のほど、よろしくお願い

いたします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたら、お願いします。 

○委員（山本幸廣君） 今、久木田課長から説

明がありましたように、最後の締めの言葉で

す。ぜひとも努力をしていただきたい。特別会

計でありますが、意見です。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１０号・平成３１年度八代市浄化槽市

町村整備推進事業特別会計予算については、原

案のとおりに決するに賛成の方の挙手を求めま

す。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第１６号・平成３１年度八代市下水道事

業会計予算 

○委員長（中村和美君） 次に、議案第１６号

・平成３１年度八代市下水道事業会計予算を議

題とし、説明を求めます。 

○下水道総務課長（久木田昌一君） それでは

引き続き、下水道総務課の久木田でございま

す。隣が下水道建設課長の福田でございます。

どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、着座にて説明をさせていただきま

す。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○下水道総務課長（久木田昌一君） それで

は、議案第１６号・平成３１年度八代市下水道

事業会計予算につきまして、説明をいたしま

す。 

 別冊の予算書の１ページをお願いいたしま

す。 

 第１条の総則で、平成３１年度八代市下水道

事業会計の予算は、次に定めるところ、すなわ

ち第２条から第１１条に定めるところによると

しております。 

 第２条・業務の予定量でございます。 

 平成３１年度末の予定としまして、処理区域

内人口を６万１９６４人、処理区域面積を１７

０７ヘクタール、水洗化人口を４万８３３２

人、年間総処理水量を７０３万８０９０立方メ

ートル、年間有収水量を５７７万１２３４立方

メートル、また、主要な建設改良事業といたし

まして、管渠施設整備費を１３億７１７６万４

０００円、ポンプ場施設整備費を４億４３７万

１０００円及び水処理センター施設整備費を１

億８５７５万２０００円としております。 

 おめくりいただきまして、２ページをお願い

いたします。 

 第３条・収益的収入及び支出の予定額でござ

います。 

 まず、収入でございます。 

 第１款・下水道事業収益で３５億３１９８万

５０００円。内訳としまして、第１項・営業収

益で１４億７７４２万４０００円、第２項・営

業外収益で２０億５４５５万８０００円、第３

項・特別利益で３０００円を計上いたしており

ます。 

 次に、支出でございます。 

 第１款・下水道事業費用で２９億８８１０万

８０００円。内訳としまして、第１項・営業費

用で２６億１６２５万５０００円、第２項・営

業外費用で３億６５８５万１０００円、第３項

・特別損失で１００万２０００円、第４項・予

備費で５００万円を計上しております。 
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 したがいまして、差し引き収支は、５億４３

８７万７０００円の黒字を見込んでおります。 

 ３ページをお願いいたします。 

 第４条・資本的収入及び支出の予定額でござ

います。 

 まず、収入でございます。 

 第１款・資本的収入で２８億６４２２万７０

００円。内訳としまして、第１項・企業債で１

６億５４６０万円、第２項・補助金で９億８３

２１万７０００円、第３項・受益者負担金及び

分担金で６６００万１０００円、第４項・他会

計負担金で１億６０４０万９０００円を計上し

ております。 

 次に、支出でございます。 

 第１款・資本的支出で３８億６６５４万８０

００円。内訳としまして、第１項・建設改良費

で２０億２７３２万６０００円、第２項・企業

債償還金で１８億３８２２万２０００円、第３

項・予備費で１００万円を計上しております。 

 したがいまして、差し引き収支は１０億２３

２万１０００円の財源不足を見込んでおりま

す。 

 なお、４条の括弧書きである、資本的収入額

が資本的支出額に対して不足する額１０億２３

２万１０００円は、当年度分消費税及び地方消

費税資本的収支調整額６２９０万４０００円、

当年度分損益勘定留保資金５億５２７４万５０

００円及び当年度利益剰余金処分額３億８６６

７万２０００円で補塡するものとしておりま

す。 

 なお、収益的収入及び支出と資本的収入及び

支出の詳細につきましては、後ほど、予算に関

する説明書で御説明を申し上げます。 

 おめくりいただきまして、４ページをお願い

いたします。 

 第５条・債務負担行為でございます。 

 まず、麦島ポンプ場外壁補修工事の期間は２

０２０年度、限度額は３３００万円、次に、北

部中央雨水調整池整備工事に伴う発注者支援業

務委託の期間は２０２０年度、限度額は１６０

４万９０００円、次に、中央ポンプ場改築工事

委託（第３期）の期間は２０２０年度、限度額

は１億４２００万円、次に、水処理センター増

設工事委託の期間は２０２０年度、限度額は４

億９１００万円でございます。 

 第６条は、企業債でございます。施設整備に

伴う建設改良企業債及び資本費平準化債などの

準建設改良企業債を合わせまして、１６億５４

６０万円を限度額として設定しております。 

 次に、５ページをお願いいたします。 

 第７条・一時借入金の限度額は２０億円と定

めております。 

 第８条は、予定支出の各項の経費の金額の流

用でございます。これは、予定支出の各項の経

費の金額のうち、項と項の間で流用することが

できる場合は、営業費用と営業外費用との間の

みであることを定めております。 

 第９条は、議会の議決を経なければ流用する

ことができない経費としまして、職員給与費２

億１７２０万９０００円を定めております。 

 第１０条・他会計からの補助金としまして、

下水道事業会計の経営基盤確立のため、一般会

計からこの会計へ補助を受ける金額、いわゆる

基準外の繰入金は、３億２５２万１０００円を

予定しております。 

 第１１条・利益剰余金の処分では、当年度の

純利益見込みのうち３億８６６７万２０００円

を、先ほどの第４条括弧書きにあります資本的

収支の不足を補塡するため、減債積立金として

積み立て、処分することをあらかじめ定めるも

のでございます。 

 おめくりをいただきまして、７ページをお願

いいたします。下水道事業会計予算に関する説

明書でございます。 

 １枚めくっていただきますと、地方公営企業

法施行令第１７条の２に基づき、９ページから
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１３ページまで予算の実施計画、１４ページに

予定キャッシュ・フロー計算書、１５ページか

ら１９ページまで平成３０年度の予定損益計算

書及び予定貸借対照表、２０ページから２２ペ

ージまで、平成３１年度の予定貸借対照表を掲

載しております。 

 それでは、平成３１年度予算の詳細につきま

して御説明をいたします。 

 ２３ページをお願いいたします。収益的収入

及び支出でございます。 

 まず、収入でございます。 

 款１・下水道事業収益、項１・営業収益、目

１・下水道使用料で１１億７８５０万円、目２

・雨水処理負担金で２億９７４５万７０００

円、目３・その他営業収益で１４６万７０００

円を予定しております。 

 下水道使用料が、昨年度より８１９７万円の

増となっておりますのは、平成３１年度からの

使用料改定による影響が主な要因でございま

す。 

 また、雨水処理負担金は、雨水処理経費に係

る基準内の一般会計繰入金で、その他営業収益

は督促手数料が主なものでございます。 

 おめくりをいただきまして、２４ページをお

願いいたします。 

 項２・営業外収益では、目２・他会計負担金

で７億８３４９万４０００円、目４・長期前受

金戻入で１２億５０２２万３０００円が、その

主なものでございます。 

 なお、他会計負担金は、汚水分の元利償還金

などに係る一般会計からの基準内繰入金でござ

います。 

 また、長期前受金戻入は、施設整備費を耐用

年数で割って費用化する減価償却と同様に、こ

れまで施設の整備をした際に受け入れた国庫補

助金などを、耐用年数で割って収益化するもの

でございます。 

 次の項３・特別利益の説明は省略をさせてい

ただき、２５ページをお願いいたします。収益

的支出でございます。 

 まず、款１・下水道事業費用、項１・営業費

用、目１・管渠費で、５２５３万８０００円を

予定しております。 

 管渠費は、管渠の維持管理に要する費用でご

ざいまして、主なものは節区分一番上の修繕費

１９４９万２０００円で、右側の説明欄に記載

のマンホールポンプなどの修繕を、また、２つ

下の委託料２２４２万６０００円で、マンホー

ルポンプ清掃など業務委託や下水道台帳作成業

務委託などを予定しております。 

 次に、目２・ポンプ場費１億５３１万２００

０円は、市内６カ所にあります雨水及び汚水ポ

ンプ場の維持管理に要する費用でございます。 

 主なものは、節区分４つ目の修繕費１４３７

万７０００円で、中央ポンプ場敷地立入防止柵

設置や、松崎中継ポンプ場流量計取替、野上ポ

ンプ場真空ポンプ用配管改修、麦島ポンプ場雨

量計変換機修繕などを、３つ下の委託料２５０

７万９０００円で、麦島中継ポンプ場し渣破砕

機分解点検委託や、中央ポンプ場内樹木伐採委

託などを、１つ下の工事請負費３５５４万１０

００円で、麦島ポンプ場外壁補修工事などを予

定しております。 

 おめくりいただきまして、２６ページをお願

いいたします。 

 目３・水処理センター費３億７３０２万６０

００円は、水処理センターの維持管理に要する

費用でございます。 

 主なものは、右側の説明欄に記載の一般職５

名分の人件費のほか、節区分、中ほどの修繕費

８２４万８０００円で、ナンバー２原水ポンプ

取替修繕や、高圧進相コンデンサ・直列リアク

トル取替修繕、最終沈殿池シュー取替修繕など

を、２つ下の委託料２億６４３３万２０００円

で、ナンバー１主ポンプ分解点検委託や、施設

の運転業務委託、脱水汚泥処理業務委託など
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を、３つ下の工事請負費４６３万４０００円

で、会議室のエアコン取替工事などを予定して

おります。 

 次に、２７ページの目４・流域下水道管理費

１億３０３０万７０００円は、千丁及び鏡処理

区を含む八代北部流域下水道におきまして、県

が設置している八代北部浄化センターや幹線管

渠などの維持管理費を、構成団体である八代

市、宇城市、氷川町で負担する、八代北部流域

下水道維持管理負担金でございます。 

 次に、目５・総係費１億６４９７万１０００

円は、使用料の賦課徴収経費や、水洗化促進経

費及び事業運営に要する総括的費用でございま

す。 

 主な費用は、一般職１５名分の人件費のほ

か、下から６番目、委託料１６４６万４０００

円では、右側説明欄にあります下水道使用料徴

収業務委託や水洗化促進業務委託、コンビニ収

納事務委託、検針業務委託のほか、企業会計シ

ステム更新に係るデータ抽出の委託を、３つ下

の補助金６００万円で、下水道への接続等に対

して助成を行う排水設備工事費助成金や、水洗

便所改造工事費などの助成金を予定しておりま

す。 

 おめくりをいただきまして、２８ページをお

願いいたします。 

 目６・減価償却費は１７億５３３０万５００

０円でございます。 

 内訳は、有形固定資産減価償却費で１７億１

５６万９０００円、無形固定資産減価償却費で

５１７３万６０００円でございます。 

 次に、目７・資産減耗費は３６７９万５００

０円でございます。 

 節区分に固定資産除却費として計上していま

すが、これは平成３１年度から管渠の一部を対

象として、ストックマネジメント計画に基づく

効率的な延命化や改築更新に着手するため、固

定資産のまだ減価償却費として費用化されてい

ない額につきまして、除却費として新たに計上

するものでございます。 

 次に、項２・営業外費用、目１・支払利息及

び企業債取扱諸費で、３億６５８５万円は企業

債及び一時借入金の利息でございます。 

 次に、２９ページの項３・特別損失、目２・

過年度損益修正損１００万円は、過年度分の下

水道使用料調定減に伴う特別損失でございま

す。 

 次に、項４・予備費では、前年度と同様、５

００万円を計上しております。 

 おめくりをいただきまして、３０ページをお

願いいたします。 

 資本的収入及び支出でございます。 

 まず収入でございますが、款１・資本的収

入、項１、目１・企業債で、１６億５４６０万

円を予定しております。 

 内訳は、平成３１年度の建設改良に伴う企業

債１２億３９２０万円及び資本費平準化債など

の準建設改良企業債４億１５４０万円でござい

ます。昨年度より８９１０万円減少しておりま

すのは、建設改良費の減によるものでございま

す。 

 次に、３１ページの項２・補助金、目１・国

庫補助金６億８０６９万６０００円は、建設改

良に伴う国庫補助金であり、目２・他会計補助

金３億２５２万１０００円は、汚水処理の元金

償還金などに係る一般会計からの基準外繰入金

でございます。 

 国庫補助金につきましては、企業債と同様

に、建設改良費の減により減額となっており、

また他会計補助金につきましては、平成３１年

度から下水道使用料改定を行うなど、経営改善

を図ることで、徐々に減らしていくこととして

おります。 

 次に、項３・受益者負担金及び分担金、目１

・受益者負担金５１３６万６０００円と、目２

・受益者分担金１４６３万５０００円は、下水
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道の供用開始に伴う八代処理区、鏡処理区の受

益者負担金及び八代東部処理区、千丁処理区の

受益者分担金でございます。 

 受益者負担金及び分担金が昨年度より２３２

９万５０００円増加しておりますのは、賦課予

定面積の増によるものでございます。 

 おめくりをいただきまして、３２ページをお

願いいたします。 

 項４・負担金、目１・他会計負担金１億６０

４０万９０００円は、汚水処理元金償還金など

に係る一般会計からの基準内繰入金である一般

会計負担金が１億５５０２万８０００円及び、

汚水管築造工事に伴う水道事業からの同時施工

負担金である水道事業負担金が５３８万１００

０円でございます。 

 次の３３ページからは、資本的支出でござい

ます。 

 款１・資本的支出、項１・建設改良費、目１

・管渠施設整備費で、１３億７１７６万４００

０円を予定しております。 

 これは管渠施設の建設に要する費用で、主な

ものは、一般職１２名分の人件費のほか、節区

分、中ほどの委託料９９９９万円では、右側の

説明欄に記載の管渠築造工事に伴う設計業務委

託（通常分）で、３処理区合わせまして５４２

２万円、また、管渠築造工事に伴う設計業務委

託（ストックマネジメント分）で、八代処理区

分として１２９８万２０００円、さらに、古閑

排水区における浸水被害を軽減するため、田中

西町の北部中央公園の地下に雨水調整池を整備

することに伴う、北部中央雨水調整池発注者支

援業務委託で１７２３万５０００円、また、古

閑排水区の地域住民に対し、ソフト面での対策

支援を行うハザードマップ作成業務委託で１０

００万円を計上しております。 

 ３つ下の工事請負費の１１億１６５５万４０

００円につきましては、管渠築造工事（通常

分）で、八代処理区分として５億５７３２万９

０００円、千丁処理区分として８９６０万８０

００円、鏡処理区分として１億７６３２万３０

００円、３処理区合わせまして８億２３２６万

円を計上しており、八代処理区では、古閑・松

高・宮地地区で約２.８キロメートル、千丁処

理区では、古閑出・西牟田地区で約０.５キロ

メートル、鏡処理区では、宝出・文政地区で約

１.１キロメートルの、合計４.４キロメートル

の整備を予定しております。 

 また、管渠築造工事（ストックマネジメント

分）は、八代処理区分で５６３２万７０００円

を予定しており、整備後の年数が経過している

中心部付近で老朽化が著しいと診断結果が出て

いる部分、約０.２キロメートル予定しており

ます。 

 さらに、北部中央雨水調整池整備工事としま

して、２億３６９６万７０００円を計上してお

ります。 

 節区分の下から２つ目、補償、補塡及び賠償

金５０９７万８０００円では、管渠築造工事に

伴う地下埋設物など移設補償費で、八代処理区

と鏡処理区を予定しております。 

 なお、公共下水道事業予定箇所につきまして

は、お手元の別紙、建設環境委員会資料という

のをお配りしておりますので、後ほど御参照い

ただければというふうに思っております。 

 それでは、おめくりいただきまして３４ペー

ジをお願いいたします。 

 目２・ポンプ場施設整備費４億４３７万１０

００円の主なものは、委託料４億３８１万５０

００円で、中央ポンプ場改築工事委託や、中央

ポンプ場以外のポンプ場におけるストックマネ

ジメントに伴う点検・調査業務の委託などを予

定しております。 

 次に、目３・水処理センター施設整備費１億

８５７５万２０００円の主なものは、委託料１

億５２６８万３０００円で、内訳としまして、

水処理センターに４つ目の池の増設を、２０１
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９年度と２０２０年度の２カ年で予定している

増設工事委託や、水処理センターのストックマ

ネジメントに伴う点検・調査業務の委託のほ

か、広域化・共同化等基本計画策定業務の委託

を予定しており、これは水処理センターの増設

において、国の交付金活用の必須要件となった

ものであり、国が示す施設の広域化・共同化の

可能性を踏まえた調査・検討を行うものでござ

います。 

 次の工事請負費３２４０万円では、平成３０

年度から２カ年計画で債務負担行為を設定して

おります管廊エキスパンション耐震補強・防食

工事でございます。 

 次に、目４・流域下水道建設費の５１１８万

６０００円は、八代北部流域下水道建設負担金

でありまして、北部浄化センター改築更新工事

などの建設費が予定されており、構成団体でご

ざいます八代市、宇城市、氷川町で負担金を支

払うものでございます。 

 次に、目５・営業設備費１４２５万３０００

円の主なものは、委託料９７１万７０００円

で、下水道情報管理システムの更新業務の委託

や、水処理センターの設備機器台帳システムの

更新業務の委託を、次の工具・器具及び備品購

入費４０５万７０００円で、公営企業会計シス

テムの更新・構築費などを予定しております。 

 次に、項２、目１・企業債償還金１８億３８

２２万２０００円は、これまで借り入れた企業

債の償還元金でございます。 

 項３、目１・予備費では１００万円を計上し

ております。 

 次に、３５ページから４２ページまでにつき

ましては、給与費明細書、債務負担行為に関す

る調書、企業債に関する調書でございますが、

個別の説明は省略させていただきます。 

 最後に、４３ページと４４ページに注記を記

載しております。これは地方公営企業法施行規

則第３５条に基づき、重要な会計方針に係る事

項と、予定貸借対照表に関する注記を記載して

おります。 

 下水道事業につきましては、平成３１年度

も、浸水の防除、汚水の排除、トイレの水洗化

といった生活環境の向上を図り、安全で安心な

市民生活の確保に努めるとともに、持続可能な

下水道の実現のため、健全経営に努めてまいり

ます。 

 以上で、議案第１６号・平成３１年度八代市

下水道事業会計予算の説明を終わらせていただ

きます。御審議のほど、よろしくお願いいたし

ます。 

○委員長（中村和美君） お疲れさまでござい

ました。以上の部分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○委員（堀 徹男君） ３３ページの管渠施設

整備費の中のですね、北部中央雨水調整池の分

ですけど、発注者支援業務委託というのは、１

７２３万５０００円ですか、発注者支援業務委

託って、具体的にどんな支援を委託されている

んですか。 

○理事兼下水道建設課長（福田新士君） お尋

ねの、下水道建設課におきましては発注者支援

業務委託、言葉のほうはちょっとわかりにくい

ところがございますけれども、発注者でありま

す市の監督業務を民間のほうに委託する費用で

ございます。よろしいでしょうか。 

○委員長（中村和美君） いいですか、堀委

員。 

○委員（堀 徹男君） 以前、八代防水で向こ

うに水を送るときですね、管路の工事に来られ

たマネジャーみたいな方がされる仕事かなとい

うふうに思うとですけど、その１７２３万５０

００円というのは単年度の委託費ですよね。４

２ページの債務負担行為でも、２０２０年まで

はあと１６４９万と、単年度で１５００万以上

の委託費を組まれているということでしょう。

４２ページの債務負担行為の表にはあるんです
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けど。１人ですか、２人ですか。会社とマネジ

メント契約の１７２３万５０００円って。 

○下水道建設課副主幹兼計画係長（髙田裕樹

君） 下水道建設課、髙田と申します。よろし

くお願いします。 

 調整池の整備事業についてはですね、事業費

が大きいために、出来高管理や品質管理が多岐

にわたります。市の監督職員に加えて、現場に

常駐していただく支援者を置き、発注者のサポ

ート業務を行う業務でありまして、契約として

は、建設コンサルタント業務あたりの会社と契

約するようなシステムになっております。 

 以上です。 

○委員（堀 徹男君） １７００万円のその委

託料を払うだけの、があるということで、よろ

しいですかね、事業がですね。 

○理事兼下水道建設課長（福田新士君） 今、

係長が申しましたこととあわせまして、専門的

な分野に精通している人員を配置する、そうい

った意味で、ちょっと高額と思われますけれど

も、必要な業務でございますので、よろしくお

願いいたします。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（太田広則君） ２５ページの支出で、

麦島ポンプ場が結構、修繕で上がっているよう

ですが、まず雨量計の変換機修繕、これは何年

物で、どういう理由で修繕するのかというのが

一つと、それから中継ポンプ場し渣破砕機分解

点検、これは定期的点検なのか。定期点検なら

ば、その間のポンプの状況はどういうふうにな

るのかですね。このことについて、ちょっと教

えてください。 

○下水道建設課長補佐兼水処理センター場長

（南 浩一君） 下水道建設課、南です。 

 お尋ねの、まず雨量計変換機でございます

が、これにつきましては建設当時、平成１７年

から使っておりましたが、最近ふぐあいがござ

いまして故障が頻発していますものですから、

取りかえを行うものでございます。 

 それと麦島中継ポンプ場につきましては、破

砕機というのはどうしても下水道の中にはです

ね、汚水の中にはトイレットペーパーとかそう

いったものが流れてまいりますが、水に溶けた

ものをまずつかまえて、粉々にしてポンプで送

るというんですが、ちょっと今ふぐあいを起こ

していまして、ただしポンプそのもの自体は詰

まりにくいポンプを採用していますことですか

ら、短期間でございましたら運用に問題ないと

いうことで、修繕をするもので、――まあ、点

検・整備ですね。消耗品を交換するような委託

になっております。 

○委員（太田広則君） はい、済みません、わ

かりました。 

 その下のですね、さっき債務負担行為限度額

３３００万ね、これ、外壁補修、外壁塗装の塗

りかえに３０００万も金かかりますかね。そし

て何年、まだ新しいような気がしたんですが、

そこのところは、済みません、どういうことで

しょうか。 

○下水道建設課長補佐兼水処理センター場長

（南 浩一君） 麦島ポンプ場につきまして

は、私が平成２７年度赴任をしまして、施設の

点検をして回りました。その際、内壁にです

ね、かなりの水漏れの痕跡がございましたもの

ですから、平成２８年度にですね、施設のチェ

ックをしていただきまして、その中でクラック

がかなり発生しておりましたものですから、そ

のクラックをまず、これは貫通クラックと申し

まして、雨水が室内に入るようなクラックが多

数ございましたものですから、その工法につき

まして建築住宅課と相談をしながら工法を決め

まして、最終的には、外壁の塗装を剥がしまし

てクラックを補修した後、また塗りかえるとい

うような作業を予定しております。 

 それであと、なぜ債務負担行為かと申します

と、河川区域でございますものですから、出水
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期の作業ができないですので、約１１月から翌

年の５月を工期としておりますことから、２カ

年の債務負担というふうに設定をさせていただ

いております。（委員太田広則君「はい、わか

りました」と呼ぶ） 

○委員長（中村和美君） いいですか。ほかに

ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） ないようでございま

すので、質疑を終わります。 

 以上で質疑を終了し、意見がありましたらお

願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１６号・平成３１年度八代市下水道事

業会計予算について、原案のとおり決するに賛

成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れかえのために小会します。 

（午後３時１２分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時１４分 本会） 

◎議案第１８号・市道路線の認定について 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、事件議案の審査に入ります。 

 議案第１８号・市道路線の認定についてを議

題とし、説明を求めます。 

○土木課長（西 竜一君） 改めまして、皆さ

ん、こんにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あ

り）建設部土木課の西でございます。よろしく

お願いします。 

 私から、議案第１８号・市道路線の認定につ

いて、説明させていただきます。 

 恐れ入りますが、着座にて説明させていただ

きたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○土木課長（西 竜一君） 今回の説明では、

お手元にございます議案書と、説明用に作成し

ました、右肩に建設環境委員会資料と記載さ

れ、議案第１８号・市道路線の認定について・

八代市建設部と記載されていますものを使いま

してですね、説明をさせていただきたいと思い

ます。 

 それでは、まず議案書の３ページをお願いい

たします。 

 ３ページの表に記載されておりますとおり、

下村５号線、同じく６号線、７号線、８号線、

９号線、入植地２号線、同じく４号線、６号

線、それと北新地支線１１号線、西区９号線、

同じく１０号線、１２号線、以上、鏡町管内に

おけます１２路線の市道路線認定について、道

路法第８条２項の規定により議会の議決を経る

必要がございますので、提案させていただいて

おります。 

 それでは、先ほど申し上げました建設環境委

員会資料をお願いいたします。 

 議案書に添付しております位置図を補完する

資料として作成させていただきました。おおむ

ね鏡町管内での位置がわかるようにですね、鏡

町の管内図に路線を記載したものでございま

す。議案書の位置図とあわせてごらんいただけ

ればと思います。 

 位置図に色をつけてですね、事業範囲を示し

ておりますが、熊本県の県営事業として実施さ

れました、鏡町の東側のほうに位置します新屋

敷地区経営体育成基盤整備事業、同じく、今度

は海岸のほうになりますが、北新地のほうにな

りますが、北新地中央地区水田農業支援緊急整

備事業、同じく北新地で、第二西区地区経営体

育成基盤整備事業、これらによりまして、農業

を支援するために道路や水路などの基盤整備が

なされております。県事業としてなされており

ます。 
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 今回、提案しました市道路線の認定につきま

しては、このうちの道路につきまして事業が完

了し、相当の期間を経過しましたことから、今

後、適切な維持管理を実施していくため、市道

として認定を行うものでございます。 

 以上、説明とさせていただきます。御審議の

ほど、よろしくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） ないようでございま

すれば、意見がありましたらお願いします。意

見はありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１８号・市道路線の認定については、

可決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は可決されました。 

                              

◎議案第２４号・八代市建築基準条例の一部改

正について 

○委員長（中村和美君） 次に、条例議案の審

査に入ります。 

 議案第２４号・八代市建築基準条例の一部改

正についてを議題とし、説明を求めます。 

○建築指導課長（宮端晋也君） こんにちは。

（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）建築指導課、

宮端でございます。よろしくお願いします。 

 着座にて説明させていただいてよろしいでし

ょうか。失礼します。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○建築指導課長（宮端晋也君） 議案第２４号

・八代市建築基準条例の一部改正について、御

説明いたします。 

 議案書は２１ページ、２２ページでございま

す。あわせて、別途配付の資料もお願いしたい

と思います。右肩に建設環境委員会資料、議案

第２４号と書いております。よろしいでしょう

か。 

 まず改正理由でございますが、木造伝統構法

の普及促進への対応と、平成３０年６月２７日

公布の建築基準法改正により関係規定を整備す

る必要が生じたことによるものです。 

 なお、改正法の３カ月以内施行分につきまし

ては、昨年９月議会におきまして条例改正させ

ていただいております。今回は、法改正の１年

以内施行分に関するものでございます。 

 改正内容でございますが、別途配付資料の１

ページ中段に記載をしておりますが、まず、１

番の建築基準条例の一部を改正する条例の第１

条の（１）建築基準条例の第３条は、木部の構

造耐力を保持することを目的とした規定で、こ

れまでは規模のみの観点から適用除外規定を設

けていたところですが、防蟻上、有効な措置の

実施を前提として、適用除外できる範囲を拡大

するものです。 

 次の（２）の建築基準条例第１７条は、関連

する法令の条項が法改正により削除されました

ため、全部削除するものでございます。 

 これは、床面積が５０平方メートルを超える

自動車車庫と自動車修理工場について、その部

分と、そのほかの部分があわせて存在する建築

物では、防火区画を行うことなどが規定されて

おりましたが、小規模な特殊建築物について

は、異なる用途の部分があっても、火災発生時

に在館者が短時間で火災を覚知し、安全に避難

できるとの理由から、法令の当該規定が廃止さ

れ、条例の必要性、根拠がなくなったものでご

ざいます。 

 次に、建築基準条例の一部を改正する条例の

第２条の建築基準条例第３０条は、仮設の興行

場等に対し、条例の第２章、第３章の規定は適



 

－49－

用しないという特例を設けていたものですが、

建物の用途を一時的に興行場等に変更する場合

の規定が法に設けられましたため、同様に条例

の適用除外の規定に加えるものでございます。 

 そのほかの条項につきましては、文言の整理

を行うものでございます。 

 次に施行日につきましては、附則で、この条

例中第１条の規定は公布の日から、第２条の規

定は規則で定める日から施行するとしておりま

す。これは、第１条に関する法改正の部分は施

行済みでございまして、第２条に関する法改正

は１年以内施行となっていることから、改正法

の施行日に合わせることとしているためでござ

います。 

 以上で説明を終わります。御審議のほど、よ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第２４号・八代市建築基準条例の一部改

正については、原案のとおり決するに賛成の方

の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第２５号・八代市手数料条例の一部改正

について 

○委員長（中村和美君） 次に、議案第２５号

・八代市手数料条例の一部改正についてを議題

とし、説明を求めます。 

○建築指導課長（宮端晋也君） 引き続き説明

させていただきます。着座にて説明させていた

だきます。 

○委員長（中村和美君） はい。 

○建築指導課長（宮端晋也君） 議案第２５号

・八代市手数料条例の一部改正についてでござ

います。 

 議案書は２３ページから２５ページでござい

ます。あわせて、別途配付の資料もお願いいた

します。 

 まず改正理由は、建築基準法等の一部を改正

する法律の施行に伴いまして、関係規定を整備

する必要が生じたことによるものです。 

 改正内容でございますが、別途配付資料１ペ

ージ目中段に記載をしておりますが、まず、

（１）の用途規制の適用除外に係る手続の合理

化によりまして、用途地域等における特例許可

を受けた建築物の増築、改築または移転に係る

特例許可などの新たな手続が設けられましたこ

とから、手数料条例第２条に第６６号、第６７

号を新たに加えております。 

 次に、（２）の建ぺい率規制の合理化により

まして、手数料条例第２条に、第７３号の前面

道路の境界線から後退して壁面線の指定がある

場合等における建築物の建ぺい率の許可申請手

数料を加えております。 

 次に、（３）の既存建築物において２以上の

工事に分けて用途変更に伴う工事を行う場合の

制限の緩和により、全体計画認定制度が設けら

れましたことから、手数料条例第２条に第１１

１号と第１１２号を加えております。 

 次に、（４）の建築物の用途を変更して一時

的に他の用途の建築物として使用する場合にお

ける制限の緩和によりまして、興行場等への一

時的用途変更許可制度が設けられましたことか

ら、手数料条例第２条に第１１３号、第１１４

号を加えております。 

 そのほかのものにつきましては、文言の整理
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を行うものでございます。 

 施行日は規則で定める日からとし、法律の施

行日からするものでございます。 

 以上で説明を終わります。御審議のほど、よ

ろしくお願いします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第２５号・八代市手数料条例の一部改正

については、原案のとおり決するに賛成の方の

挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 小会とします。 

（午後３時２６分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時３５分 本会） 

◎平成３０年陳情第４号・八代市中心市街地活

性化に伴う八代市袋町町内旧河川堤防「とも」

一部撤去について 

○委員長（中村和美君） それでは、本会に戻

します。 

 次に、請願・陳情の審査に入ります。 

 本委員会に付託となっておりますのは、継続

審査の陳情１件です。 

 それでは、平成３０年陳情第４号・八代市中

心市街地活性化に伴う八代市袋町町内旧河川堤

防「とも」一部撤去についてを議題といたしま

す。 

 要旨は文書表のとおりでありますが、何かご

ざいませんか。 

○委員（百田 隆君） この問題については、

執行部のほうに来ていただいて説明を求めたら

どうでしょうか。 

○委員長（中村和美君） それでは、本件に関

して執行部に説明を求めるとの意見が出ました

が、いかがでございましょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 御異議なしと認め、

執行部に説明を求めることとします。 

 小会します。 

（午後３時３６分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時３７分 本会） 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 それでは、本件に関し、西土木課長より説明

を求めます。 

○土木課長（西 竜一君） それでは私のほう

から、この陳情案件につきまして、継続審査の

中でさまざまな意見、質問等をいただいており

ますので、それについて確認の意味を込めてで

すね、回答という形で、お手元の資料に従いま

してですね、御説明をさせていただきたいと思

います。よろしくお願いいたします。 

 済みませんが、着座にて説明をさせていただ

きます。 

○委員長（中村和美君） どうぞ。 

○土木課長（西 竜一君） お手元に、地図等

の図面、写真等をですね、お配りしておりま

す。 

 一番最初のページのですね、位置図のほうか

ら、確認の意味を込めてですね、御説明させて

いただきます。 

 位置図につきましては、本町１丁目の旧堤防

の「とも」ということになります。 

 下のほうに現況平面図というふうに描いてお

りますが、以前、この「とも」全部ですね、本

町につながる道までが以前、陳情がございまし
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たが、今回につきましては、大きな建物を除い

た部分からハーモニーホールのほうに向かって

の部分が、今回、陳情の対象ということになり

ます。 

 現況写真を次のページにつけておりますが、

①の写真の右側に緑色のビルがございますが、

このグリーンのビルから先のほうが、今回の陳

情の対象の区間ということになります。 

 今、質問にもですね、今までの質問にもござ

いましたが、今がどういうふうな状態になって

いるのか、実際、堤防を切り下げたときにです

ね、どういう問題が生じるのかということを含

めてですね、説明させていただきたいと思いま

す。 

 下のほうに横断図ということで、現場の状況

を模式図化した横断図をつけさせていただいて

います。簡単なもので大変申しわけないんです

が、このグレーの部分についてが堤防と、台形

になっているところが現況の堤防ということに

なります。その上のほうに市道が通っているよ

うな状況でございます。 

 この堤防沿いにですね、建物が建っておりま

す。主な代表的な構造としましては、図面の左

のほうにありますとおり、堤防の高さまでです

ね、盛り土をして擁壁等で囲んでですね、その

上に建物を建てて、出入りを堤防の道路でして

いるような家屋、建物ですね。それと右のほう

にありますように、堤防を一部切りまして、半

地下建て、２階建てのですね、建物をつくり、

堤防の道路からの出入りもできるし、下からも

出入りができるようになって、この堤防を利用

してですね、建物を建てられているようなもの

がございます。 

 実際に、これを切り下げるということになり

ますと、道路部分だけをですね、切り下げるだ

けはできませんで、堤防を利用して建ててあり

ます建物と、堤防へタッチするために建ててお

ります建物、これらが全て撤去していただく必

要がございますということで、図面のほうに点

線を描いておりますが、一部スロープでした場

合でもですね、もうスロープの初めのところか

らですね、周辺の家屋に影響が出てくるという

ことでございます。 

 それで、そのスロープ等切り下げを行った場

合、影響が出てくる、撤去というかですね、補

償等で撤去していただく建物が出てきますの

が、この次の現況平面図と書いておりますが、

赤色の太線でですね、囲んだ家屋及び建物です

ね、これらが移転の対象になってくるのではと

いうふうに考えております。大体１４件ほどが

対象になってくるということになります。 

 それともう一つですね、下のほうに、これを

縦断的に示した、模式図的に示したものがござ

います。この黒で示していますのが現況の道路

というふうに考えますと、この赤でしたように

ですね、スロープを持ってきて切り下げていく

ということになるということで、このスロープ

に関しましては、道路の構造の基準を定めてお

ります道路構造令というものがございますが、

平均的な日常的な道路、速度が時速３０キロ程

度のあれであればですね、最低でも１０％の勾

配は確保しなくちゃいけないという規定になっ

ておりますので、おおむね高低差が３メートル

ございますので、３０メートル区間のスロープ

が出てきて、残り約５０メートルが下の地盤と

同じ高さの平場というような形になるというこ

とになります。 

 このような改良を施す、用地買収して用地補

償をして道路改良を行うということで、おおむ

ねの概算をですね、事業費を示しております

が、用地買収をする、工事をするためにはです

ね、現況の測量であったり、建物の調査という

のが必要となります。それとは別にですね、こ

の堤防につきましては文化財という位置づけに

なっておりますので、この調査というのも入っ

てくるということで、この関係の委託料で約３
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０００万円かかるのではということで、試算し

ております。 

 それと、先ほど説明しましたが、家屋等の移

転、それと、それに伴いますその部分の用地買

収で、字図等でですね、登記簿等で調べました

ところ、この道路部分以外のところは全て民地

ということで、昔の堤防敷はですね、民地のほ

うに払い下げてあるような状況です。ですの

で、その用地買収が出てきますということで、

用地買収はおおむね約２０００平米と、物件数

が１４件ということで、用地補償で、ここに書

いておりますが、約３億２０００万円が必要で

はないかと試算しております。 

 それと、必要最低限の工事ということになり

ますが、堤防を切り下げるという、堤防を取り

除くという工事と、その表面をですね、道路と

して使用できるように、舗装等とか排水構造物

を設けるという道路改良を実施するに、約５０

００万円かかるのではと試算しております。合

計で概算事業費が約４億円かかるものと試算し

ております。 

 それと最後に、現況の航空写真をつけており

ますが、この平面図のほうもですね、見ていた

だければわかるんですが、現在、この道路はで

すね、周辺の道路とあわせて複雑な道路という

ことで、いろんな道路がまじっているというこ

とでですね、この新しくですね、道路を、例え

ば真っすぐですね、今の現況の道路に取りつけ

るというと、新しい交差点が生まれる。という

ことになりますと、周辺のですね、道路を潰し

てしまったりとかですね、改良しなくちゃいけ

ないということで、また、その範囲も広範囲に

及ぶ可能性があるなというふうに考えておりま

す。 

 ですので、今の交差点の位置というのは変え

られない。それと現況の道路にタッチしなくて

はいけないということがございますので、部分

的な改良であって、現況の交通体系というのは

余り変わらないのではないかということで、た

だ、平らな部分ができるということでですね、

当然、見通しはよくはなりますが、交通量をで

すね、ふやすとかですね、交通をスムーズに通

すというようなところまではですね、かなりそ

の効果を上げるというのは厳しいかなというふ

うに考えております。 

 以上、今までの質問等がございました中での

ですね、回答も含めた説明とさせていただきま

す。 

○委員長（中村和美君） ありがとうございま

した。 

 では、今の執行部の説明を聞き、御意見等は

ありませんか。御意見、質問。何か御質問あり

ませんか。 

○委員（堀 徹男君） 堤防の、何ていったっ

け、これは。堤防の斜めになっとるところは何

ていったっけ。（｢ああ、のり面。のり面で

す」と呼ぶ者あり）のり面。建物が建っている

ところは、盛り土して建っているところの部分

は、垂直に切ったところまで民有地として払い

下げしてあるとですか。 

○土木課長（西 竜一君） そうですね、は

い。基本的にはそういうふうな状況です。 

○委員（堀 徹男君） はい、ありがとうござ

いました。 

○委員長（中村和美君） ほかございません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） ないようでしたら、

小会いたします。 

（午後３時４８分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時５２分 本会） 

○委員長（中村和美君） それでは、本会に戻

します。 

 それでは、委員の皆さん方の御意見を伺いた

いと思います。御意見ありませんか。 
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○委員（太田広則君） 今、執行部の話を聞き

ましてですね、東へ６０メートル進んだところ

からでのですね、ことで配慮してくださいとい

うことで聞きましたけども、結局８０メートル

のスロープが残るということになりますです

ね、接続の。これは非常に、抜本的な対策には

ならないんじゃないかなというふうに私は思い

ました。非常に厳しい工事になるというふうに

思っております。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） ほかございません

か。 

○委員（田方芳信君） 今、太田委員が言われ

たとおりでですね、部分的な部分だけをすると

いうことでは、やはり生きてこないのかなと。

やはり、するならば大きく、幅広く、いかなけ

ればならない。今の現状では、ちょっと難しい

のではないかと思います。 

○委員長（中村和美君） ということで。 

○委員（田方芳信君） 審議未了でいいのでは

ないかと私は思います。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（堀 徹男君） 両委員様と同じ意見

で、費用対効果が望めないということと、それ

と、せっかくそこまでしたとしても、何を目的

とされているのかなというのが、いまいちです

ね、つかめないところがあるので、審議未了と

いうことでしたいと思います。 

○委員長（中村和美君） ほかございません

か。 

○委員（百田 隆君） いろいろと意見が出ま

したけれども、やっぱり費用対効果とか、ある

いは緊急性とか、いろいろ考えたときに、そし

て構造的な問題とか、そういうのを考えたとき

にですね、やはり今回は無理ではなかろうかな

と思っておりますので、審議未了ということで

お願いしたいと思います。 

○委員長（中村和美君） それでは、ほかにご

ざいませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、お諮りし

ます。 

 採決は挙手により行いますが、挙手しない者

は反対とみなします。 

 平成３０年陳情第４号・八代市中心市街地活

性化に伴う八代市袋町町内旧河川堤防「とも」

一部撤去については、閉会中継続審査の申し出

をしないこと並びに結論を得るに至らなかった

こと、すなわち審議未了とするに賛成の方の挙

手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

件は審議未了とすることに決しました。 

 以上で、陳情の審査を終わります。（｢あり

がとうございました」と呼ぶ者あり） 

 それで、一言、執行部のほうへお願いしてお

きたいと思いますけれども、本委員会において

もですね、説明いただきましたようですが、本

陳情を提出された地元の住民の皆さん方にもで

すね、機会を見て話をしていただければと思い

ますので、どうぞ地元の陳情者の人たちとコン

タクトをとっていただいて、説明をできればで

すね、お願い申し上げたいと思います。よろし

くお願いします。部長、よろしくお願いしてお

きます。 

 以上で、付託されました案件の審査は全部終

了いたしました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は、委員長に御一任願いたいと思いますが、こ

れに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 異議なければ、異議

なしと認め、そのように決しました。 

 執行部の入れかえのために小会いたします。 

（午後３時５６分 小会） 
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－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時５７分 本会） 

◎所管事務調査 

・都市計画・建設工事に関する諸問題の調査 

・生活環境に関する諸問題の調査 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、当委員会の所管事務調査２件を一括議

題とし、調査を進めます。 

 当委員会の所管事務調査は、都市計画・建設

工事に関する諸問題の調査、生活環境に関する

諸問題の調査、以上の２件です。 

 このうち、都市計画・建設工事に関する諸問

題の調査に関連して１件、生活環境に関する諸

問題の調査に関連して４件、執行部から発言の

申し出があっておりますので、これを許しま

す。 

                              

・都市計画・建設工事に関する諸問題の調査 

（八代市景観計画について） 

○委員長（中村和美君） それでは、まず、八

代市景観計画についてをお願いします。 

○建設政策課長（涌田直美君） こんにちは。

（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）建設政策課長

の涌田です。 

 それでは、八代市景観計画について、現在の

進捗状況及び今後のスケジュールにつきまして

御報告いたします。 

 座って説明をさせていただきます。 

○委員長（中村和美君） はい。 

○建設政策課長（涌田直美君） この八代市景

観計画につきましては、平成２８年９月議会に

おきまして補正予算を計上し、御承認いただい

たもので、鋭意、計画の策定を進めてきたもの

でございます。 

 それでは、資料に沿って説明をさせていただ

きます。お手元の資料、右上に建設環境委員会

とあります、真ん中に八代市景観計画について

という資料をごらんください。 

 まず、１ページ目をお開きください。 

 このページは、本市が景観まちづくりを進め

る上で、景観法や景観計画、景観計画策定まで

の流れなど、景観まちづくりの概要について、

市民の皆様に説明用として作成したリーフレッ

トでございます。 

 次に、２ページをお開きください。 

 まず、八代市景観条例とはとありますが、こ

の条例は景観法が委任する条例でございまし

て、八代市景観計画の実効性を担保するための

法令でございます。 

 次に、八代市景観計画とはとありますが、こ

れは景観法に基づく計画でございまして、良好

な景観形成を推進していくため、景観に関する

市独自の方針や基準、施策等を定めた計画のも

のでございます。 

 それでは、そもそも、なぜ八代市が景観計画

を策定する必要があるのかについて、御説明い

たします。 

 現在、八代市全域は熊本県の景観条例の適用

範囲内となっており、県全体を対象とした、い

わば、大まかな浅いルールが適用されておりま

す。図で示しますと、左側の真ん中のほうに書

いてあるものになります。そこで、市の地域特

性に合った八代らしい魅力ある景観形成を市民

協働で推進していくためには、市独自のきめ細

かな方針や基準を定めた計画を策定する必要が

あったためでございます。図で申しますと、中

段の右側になります。 

 次に、４ページ目をお開きください。 

 この景観計画策定の体制につきましては、図

のとおり、まちづくり団体や地域組織、市民、

事業者、学生等に参加いただき、景観まちづく

り会議、市民ワークショップを、約７０名の参

加のもと、４回実施しております。 

 この会議で挙げられました意見やアンケート

調査の結果を踏まえ、作成しました計画の素案

を、関係部署の職員でつくる作業部会、庁内検
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討会で検討した上、景観計画策定委員に諮問

し、合計５回、景観計画案や景観条例の骨子案

につきまして、審議いただいたところでござい

ます。 

 ５回の策定委員会で、八代市景観計画案がま

とまりましたことから、先月２月の５日に、策

定委員長の熊本県立大学・柴田教授より中村市

長に答申を行ったところでございます。 

 それでは、今後の主なスケジュールについ

て、御説明を申し上げます。 

 本市におきましては、新たな条例になります

ことから、現在、八代市景観条例案と八代市景

観条例施行規則案のパブリックコメントを３月

４日から４月２日にかけ実施しているところ

で、広く市民の皆様から御意見をいただいた上

で、策定に向けた手続を進めていきたいと考え

ているところでございます。 

 今回のパブリックコメントの公表資料といた

しましては、お手元の資料、八代市景観条例案

と八代市景観条例施行規則案と、関連資料とい

たしまして、資料６ページの八代市景観条例の

概要、それと八代市景観計画案でございます。 

 このパブリックコメントでの御意見を踏まえ

た上で、６月議会に景観条例を上程したいと考

えております。 

 現段階の景観条例案と景観条例施行規則案に

つきましては、お手元の資料に添付しておりま

す。 

 また、条例の議決後、景観行政団体になる旨

の公示を行い、その３０日後には景観行政団体

に移行することになります。 

 その後、お手元の資料、八代市景観計画案に

つきまして、景観法の規定に基づく正式な策定

手続としまして、パブリックコメントを１０月

ごろ、八代市都市計画審議会を１２月ごろに実

施する予定で、それを経て、来年１月に景観条

例の施行及び八代市景観計画の運用を開始する

予定としているところでございます。 

 なお、お手元の資料の５ページをお開きくだ

さい。Ａ３の横図になったものですが、このス

ケジュールにつきましては、これまでの経過並

びに今後のスケジュールにつきまして、記載を

しております。 

 以上で、八代市景観計画について、現在の進

捗状況及び今後のスケジュールについての説明

を終わります。よろしくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） はい、ありがとうご

ざいました。 

 本件について何か質疑、意見等はありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で、

八代市景観計画についてを終了いたします。 

 執行部入れかえのため小会します。 

（午後４時０４分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後４時０６分 本会） 

・生活環境に関する諸問題の調査 

（第３次八代市地球温暖化対策実行計画〔事務

事業編〕について） 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、第３次八代市地球温暖化対策実行計画

〔事務事業編〕についてをお願いいたします。 

○環境課長（武宮 学君） 環境課の武宮でご

ざいます。よろしくお願い申し上げます。 

 第３次八代市地球温暖化対策実行計画〔事務

事業編〕につきまして、説明させていただきま

す。 

 着座にて説明させていただきます。 

 資料は、１が概要、２が計画書でございま

す。時間の都合もございますので、主に資料１

の概要を用いて、説明させていただきます。 

 まず、１、目的でございます。 

 本計画は、法律で市町村に策定義務が課せら

れているものでございまして、市の事務事業に

伴って発生する温室効果ガスを削減するための
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計画、つまりは、市役所として実施する省エネ

や省資源などの取り組みを掲げるものでござい

ます。 

 現在は第２次計画の期間内でございますが、

本年度をもって計画期間が終了しますことか

ら、新たに、第３次の計画を策定するものでご

ざいます。 

 ２の計画の対象範囲でございます。 

 市が実施する全ての事務事業を対象としてお

ります。 

 次に、３の計画期間でございますが、国の計

画等を踏まえ、２０１３年度を基準年度とし、

計画期間を来年度、２０１９年度から２０３０

年度までの１２年間としております。 

 ４、温室効果ガス総排出量の状況でございま

すが、基準年度であります２０１３年度の温室

効果ガスの総排出量は３万１７９３トンでござ

いまして、排出要因の内訳としましては、約５

割が電気使用に伴うものであり、次いで、ごみ

の焼却に伴うものが約３割となっている状況で

ございます。 

 次に、５、温室効果ガス総排出量の削減目標

でございます。 

 ただいま申し上げました基準年度の総排出量

３万１７９３トンに対し、２０３０年度までに

５８６８トンの温室効果ガスの削減を見込んで

おりまして、削減目標を２万５９２５トン以下

と設定をしております。 

 次に６、具体的な取り組みでございます。 

 省エネ・省資源の推進に関する取り組みにつ

いて、全職員で日常的に、また、施設管理等に

おきましても、積極的に実践することとしてお

ります。 

 主な取り組みにつきましては、裏面に参考と

して掲げておりますが、計画書の９ページから

１３ページにかけまして、さらに詳細な取り組

みを掲載しておりますので、後ほどごらんいた

だければと思います。 

 最後に、裏面の７、進行管理でございます。 

 先ほど、基準年度の温室効果ガスの排出状況

を説明いたしましたが、削減目標を達成するた

めには、特に電気使用量を削減することが必要

不可欠でございます。 

 そのようなことから、第３次計画では、各課

かい長の指揮のもと、課かい長が指名する環境

活動推進員を中心に、全課かい、全職員におい

て、計画に掲げられた省エネ等の取り組みを推

進していくこととしております。 

 事務局であります環境課としましては、計画

の進捗状況の把握・公表はもちろんのこと、関

係各課と連携しながら、推進員に対する研修会

あるいは情報提供を行うなど、サポート体制の

充実を図りたいと考えているところでございま

す。 

 今後、本計画に基づきまして、市として、省

エネ、省資源対策を推進していくこととなりま

すが、いかに職員一人一人がコスト意識を持っ

て、これらの取り組みを実践できるかが、非常

に重要となります。 

 現在の第２次計画は、目標を達成している状

況にありますが、第３次計画におきましても目

標が達成できますよう、引き続き温室効果ガス

の削減対策を進めてまいります。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（中村和美君） ありがとうございま

した。 

 本件について何か質疑、意見等はありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で、

第３次八代市地球温暖化対策実行計画〔事務事

業編〕についてを終了します。 

                              

・生活環境に関する諸問題の調査 

（八代市災害廃棄物処理計画について） 

○委員長（中村和美君） 次に、八代市災害廃
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棄物処理計画についてをお願いいたします。 

○循環社会推進課長（坂口初美君） こんにち

は。循環社会推進課の坂口でございます。よろ

しくお願いいたします。 

 着座にて説明させていただきます。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○循環社会推進課長（坂口初美君） 初めに資

料の確認でございますが、当課から配付してお

りますのは、資料１の八代市災害廃棄物処理計

画について・計画の概要と題しましたペーパー

と、別冊１、八代市災害廃棄物処理計画案でご

ざいます。お手元にございますでしょうか。 

 本日はボリュームの都合上、資料１を使いま

して、八代市災害廃棄物処理計画案の大まかな

構成について説明をさせていただきます。 

 災害時に発生する廃棄物は、人の健康や生活

環境に重大な被害を生じさせるおそれがあるた

め、適正かつ円滑で迅速な処理を行うことが必

要となります。本計画案は、突発的な自然災害

時の災害廃棄物処理の応急対策と復旧・復興対

策を可能にするため、必要な組織や業務内容を

整理して示し、平時から備えることを目的とし

ております。 

 本市では、平成２８年熊本地震で発生した災

害廃棄物の処理や損壊家屋の公費解体事業が平

成２９年度末で終了したことを受け、平成３０

年度から２カ年をかけて、熊本地震の経験を反

映させた災害廃棄物処理計画の策定を行うべ

く、事務を進めておりましたが、そのような

折、平成３０年７月に起きました西日本豪雨災

害を契機として、熊本県から早急な災害廃棄物

処理計画の策定に関する強い要請があったた

め、当課でもできる限り早い完成を目指して、

作業を進めてまいりました。 

 内容的には、国の災害廃棄物対策指針、熊本

県災害廃棄物処理計画、八代市地域防災計画な

どとの整合性に留意しながら、庁内検討会で関

係業務の調整を行ったものでございます。 

 それでは、お手元の資料１をごらんくださ

い。計画案の骨組みとしましては、第１章から

第４章で構成しております。 

 まず、第１章は、計画策定の目的と位置づけ

及び基本的な事項について、まとめておりま

す。 

 第１節の１と２で、計画策定の目的と位置づ

けを、第２節の１と２で、計画の対象とする災

害を大規模地震・水害・高潮として、災害によ

って発生する廃棄物の種類を想定しておりま

す。 

 ３では、本市が所有する一般廃棄物処理施設

９施設と車両の状況を示し、４では、災害廃棄

物処理の基本方針を、衛生的かつ迅速な処理、

分別・再利用の促進、処理の協力・支援・連

携、環境への配慮として示しております。 

 次に、第２章では、組織及び協力支援体制に

ついて、まとめております。 

 第１節の１では、組織・体制を明記し、新し

く災害対策本部内に災害廃棄物処理総括責任者

を設けて、市民環境対策部長が兼任することと

しております。これは、災害対策本部内で廃棄

物処理に関する全庁的な情報収集のもと、仮置

き場設置の有無や用地選定などの決定ができる

ようにしたものでございます。 

 第１節の２では、業務概要として、被災者の

生活に伴う避難所ごみ・し尿などの廃棄物処理

や、災害の段階を、緊急措置、第一次対策、第

二次対策、復旧・復興対策として、時系列に即

した災害廃棄物処理の業務を掲げ、地域防災計

画上の廃棄物班でございます、環境課、環境セ

ンター管理課、循環社会推進課、人権政策課、

監査委員事務局の担当業務を示してございま

す。 

 また、第２節では、１、支援体制、２、警察

・消防等との連携、３、広報と情報の発信につ

いてまとめており、本市が災害支援を受ける場

合だけでなく、他の市町村を支援する場合の考
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え方や、警察・消防・住民組織などとの情報共

有に関する連携や情報発信の手法について、整

理しております。 

 続いて、第３章では、災害廃棄物処理につい

て基本的な収集運搬体制と、災害廃棄物処理現

場でのマニュアルとなる実行計画について、記

載しております。 

 まず、第１節で、災害廃棄物や避難所ごみに

係る収集運搬体制の確保、第２節では、し尿や

避難所の簡易トイレなど収集運搬体制と処理に

ついて、第３節では、避難所を含めた生活ごみ

の処理について、記載しております。 

 第４節では、災害廃棄物処理における分別や

再利用を念頭に、具体的な実行計画の考え方や

発生量を示して、処理スケジュールや処理フロ

ー、仮置き場の設置や管理運営、処理方法のほ

か、本市単独では完結できない場合の広域処理

や県への事務委託など、平時から準備すること

が必要な事項について、記載しております。 

 最後の第４章では、その他の事項として３項

をまとめております。 

 １で、仮置き場などでの環境対策や火災防止

対策などの周辺住民への配慮について、２で

は、瓦れき撤去、損壊家屋等の解体について記

載し、公費解体が実施される場合の組織づくり

や外部委託の必要性を記載しております。３で

は、ボランティアの活用を記載しました。 

 以上が、本計画案の主な構成となります。 

 今後のスケジュールとしましては、政策会議

等を経て、完成させたいと考えております。最

終的に完成しました折には、本委員会で改め

て、御報告をさせていただきます。 

 なお、本計画の内容につきましては、より実

効性の高い計画になるよう、必要に応じて見直

しを行っていくものでございます。 

 今回、お配りしております資料は、現時点で

の計画案でございます。今後、最終案の作成に

進んでまいりますが、進行状況の報告に加え、

委員の皆様の御意見などを頂戴できればと考

え、所管事務調査の報告をさせていただきまし

た。どうぞよろしくお願いいたします。 

 以上で、八代市災害廃棄物処理計画について

の説明を終わります。 

○委員長（中村和美君） 本件について、何か

質疑、御意見等はありませんか。 

○委員（堀 徹男君） よくつくっていただい

たというふうに、まずは思っております。災害

時のですね、廃棄物対策については、台風等で

八代も何回も経験があるわけで、その体験をも

とに組み立てていかれると思うんですが、せっ

かくいい計画をつくられるので、まずは実効性

を伴うようにですね、机上訓練で結構ですか

ら、そういったシミュレーションを積み重ね

て、より確実なものにしていただければと思い

ます。（循環社会推進課長坂口初美君「ありが

とうございます」と呼ぶ） 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で、

八代市災害廃棄物処理計画についてを終了しま

す。 

                              

・生活環境に関する諸問題の調査 

（千丁支所管内一般廃棄物収集運搬業務委託契

約訴訟について） 

○委員長（中村和美君） 次に、千丁支所管内

一般廃棄物収集運搬業務委託契約訴訟について

をお願いします。 

○循環社会推進課長（坂口初美君） 続きまし

て、千丁支所管内一般廃棄物収集運搬業務委託

契約訴訟について、御報告します。 

 着座にて申し上げます。 

○委員長（中村和美君） はい。 

○循環社会推進課長（坂口初美君） 資料は、

資料２としております横書きのペーパー１枚に

なります。 
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 今回は、本件契約訴訟のうち、福岡高裁での

控訴審２件と、平成３０年１０月１３日に熊本

地方裁判所に提起された平成３０年許可更新処

分取消請求事件の進捗について、御報告いたし

ます。 

 お手元にお配りしております資料２のほうを

ごらんください。 

 まず、左から１列目と２列目に示しておりま

すのは、福岡高裁で行われている控訴審２件で

ございます。①の地位確認等請求控訴事件及び

②の許可更新処分取消請求控訴事件ともに２回

の口頭弁論で結審しており、判決の言い渡し日

を、①の地位確認等請求控訴事件が３月２８日

に、②の許可更新処分取消控訴事件が３月２７

日に指定をされております。ともに今月末に、

高裁の判決を迎える予定でございます。 

 次に、右列③は、熊本地裁に提起されました

許可更新処分取消請求事件でございます。これ

は、本市が有限会社ＴＭＤに平成３０年４月２

３日付で行いました一般廃棄物収集運搬業の許

可更新処分、いわゆる平成３０年許可の取り消

しが求められているものでございます。この裁

判の趣旨は、福岡高裁で審理中の②平成２８年

許可の取消請求控訴事件と同様のものでござい

ます。 

 熊本地裁での裁判は、本市が昨年の１１月５

日に訴状の送達を受けました。１２月と２月に

口頭弁論が開催されており、次回は４月１０日

に第３回目の口頭弁論を予定しているという状

況でございます。 

 福岡高裁の判決の結果や今後の対応につきま

しては、明らかになり次第、御報告をさせてい

ただきたいと考えております。 

 以上で、３件の訴訟に関する進捗状況の御報

告を終わります。 

○委員長（中村和美君） この件について、質

疑、意見等はありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で、

千丁支所管内一般廃棄物収集運搬業務委託契約

訴訟についてを終了します。 

                              

・生活環境に関する諸問題の調査 

（環境センター建設事業の完了について） 

○委員長（中村和美君） 次に、環境センター

建設事業の完了についてをお願いいたします。 

○理事兼環境センター建設課長（山口敏朗君） こ

んにちは。環境センター建設課、山口でござい

ます。よろしくお願いいたします。 

 平成２２年度に候補地を加賀島地区に決定し

てから動き出しました環境センター建設事業

も、緑地エリアの工事が３月下旬で終了とな

り、本事業も完了することになりますことか

ら、最後の御報告をさせていただきます。 

 あわせまして、最終処分場の整備方針につき

ましても、本年度の業務が終了いたしましたの

で、御報告させていただきます。 

 座って、説明させていただきます。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○理事兼環境センター建設課長（山口敏朗君） ま

ず、環境センター建設事業の完了について、御

報告させていただきます。 

 資料は、建設環境委員会資料、建設事業の完

了についてという資料があるかと思います。そ

ちらをよろしくお願いいたします。 

 まず、表紙・中表紙をめくっていただきます

と、最初にページが、環境センター整備事業の

経過についてということで表を載せておりま

す。この表につきましては、竣工式の際にも資

料におつけしておりましたけれども、最後に３

月、緑地エリアの工事の完了と加えてありまし

て、改めて簡単に御報告させていただきます。 

 平成２２年度に、環境センター建設地を加賀

島地区に決定し、国に地域計画を提出しました

ところから、本事業は本格的に動き出しており

ます。 
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 平成２３年度には、処理システムを２方式３

機種とする旨の提言書が処理システム検討委員

会から提出されております。また、漁業関係者

から環境センター建設の同意書が提出されてお

ります。 

 ２５年度に入りまして、ＤＢＯ事業に伴う債

務負担行為を市議会に御承認いただき、２６年

度に入り、５月に入札公告を行い、落札者を日

立造船とした環境センター建設工事請負契約の

承認を、３月議会でいただいております。 

 建設用地といたしましては、平成２６年度に

県有地、２７年度に国有地を取得し、いよいよ

現地着工となっております。 

 ２８年度に入り、４月からエネルギー回収推

進施設の建設工事に着手いたしましたが、くい

工事に入る直前の４月１４日に熊本地震が発生

しまして、その影響により工事の一時中断を余

儀なくされましたが、再開できたのは８月下旬

で、その影響で本格稼働が６カ月間おくれるこ

とになりました。その後は、順次、各施設の建

設工事に入っております。 

 その後、平成２９年度には、小中学生から環

境センターの愛称を募集し、エコエイトやつし

ろと命名いたしました。 

 また、環境センターで八代市内全域のごみ処

理をするための、八代生活環境事務組合規約改

正の議決を３月にいただいております。 

 本年度に入りまして、７月にごみの受け入れ

を開始し、１０月に本格稼働となっておりま

す。３月下旬には緑地エリアの工事が完了し、

環境センター建設事業の全ての事業が終了する

ことになります。 

 続きまして、次のページをごらんいただきた

いと思います。本事業につきまして、事業費の

ほうを取りまとめております。 

 事業費につきましては、施設ごとの工事費、

用地取得費、九電負担金、マテリアルリサイク

ル推進施設で使用する重機、さらにエネルギー

回収推進施設の２０年間の運営費と、平成２２

年度から実施してきました各種業務委託関係

で、整理しております。各項目の事業費と、そ

のうちの交付金額、また基金額のほうを示して

おります。 

 ピンク色の段の合計額をごらんください。実

施設計費を含む、施設整備に要しました事業費

が１６０億５２３２万７０００円で、そのうち

国の交付金が３６億３８５４万３０００円、基

金が３０億円となっております。 

 これに、エネルギー回収推進施設、ブルーの

部分でございますけど、２０年間の運営費６６

億９００万４０００円を足しますと、この金額

については契約時点の金額ですので、今後の物

価変動で変わってまいりますけど、これを加え

ますと、次の段の２２６億６１３３万１０００

円となり、当初設定しておりました２４０億円

の総事業費内でおさまっているというところで

ございます。 

 また、その次の段の黄色の段になりますけ

ど、２２年度から実施してきました、地質調

査、測量、基本設計、実施設計、環境影響評

価、アドバイザリー業務、設計施工管理業務、

各業務委託に要しました費用が総額で２億１２

５４万６０００円、そのうち、計画支援事業と

して国の交付金が３５８２万９０００円となっ

ております。 

 これを加えますと、一番下のピンク色の段、

人件費、旅費、需用費、役務費等の事務にかか

りました経費を除いた事業総額は２２８億７３

８７万７０００円となり、そのうちの交付金が

３６億７４３７万２０００円、基金が３０億円

となります。 

 以上が事業費の額でございます。 

 続きまして、緑地のエリアの整備状況につい

て、御説明いたします。 

 次のページをごらんいただきますと、こちら

の平面図は、機会があるごとに委員会のほうに
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提出させていただいた平面図でございますけ

ど、緑地エリアにつきましては、トイレの位置

だとかベンチの数であるとか樹木の本数など、

若干設計変更いたしております。 

 次のページをごらんください。緑地エリアの

整備の平面図でございます。 

 変更後の部分につきましては、まず緑地の左

側、水色の部分がトイレ、その下の水色のひょ

うたんの部分がビオトープ、その下の茶色の細

長い廊下状になっておりますのが、オブザーベ

ーションデッキになります。 

 右上の白い部分が、児童用と幼児用の遊具に

なります。 

 グレーの部分が舗装部分、緑色の部分が芝生

になり、濃い緑色の丸は高木、ピンク色の部分

は大島桜になります。 

 なお、３月下旬に緑地広場の工事は終了しま

すが、芝を張っている部分につきましては芝養

生のため、開放できるのは７月１日からになり

ます。 

 次のページからは、建設工事の工程写真とな

っております。 

 平成２７年１２月以前の着工前の状況から、

平成３０年９月末の工事の進捗状況を、上空か

ら撮影した写真を載せております。 

 次のページをめくっていただきますと、各施

設の近影の写真、そして最後の写真のページが

緑地エリアの整備の状況ということで、写真を

載せております。 

 先ほど申しましたように、３月下旬に緑地の

工事が終了して、環境センター建設事業が終了

することになります。 

 以上で、資料１の環境センター建設の完了に

ついての説明を終わります。 

 続きまして、最終処分場の整備方針について

も資料をつけておりますので、御説明させてい

ただきます。 

 資料２のほうをめくっていただきますと、概

要版のほうをつけております。概要版の表紙を

めくっていただきますと、内容になってまいり

ます。 

 資源物として分別しているガラスくず・陶磁

器類については、今後も埋め立て処分が必要だ

として、本年、最終処分の方向性について、業

務委託を行い、調査・検討を行ってきた結果を

取りまとめたものです。 

 最終的には、先ほどの予算審議のお話があり

ましたように、市として最終処分場の整備が必

要との方向性が見えてまいりましたことから、

３１年度には候補地の検討等に入る必要がある

と判断したものになります。 

 １ページ目につきましては、業務目的とし

て、ガラス・陶磁器類の不燃性残渣の排出量の

推計、最終処分場の整備や民間業者への外部委

託等の比較検討を行っております。 

 なお、２０２４年から氷川町のごみも広域的

に処理を行うとして、今現在、協議を行ってお

りますことから、不燃性残渣の排出量につきま

しても、氷川町の量を加味した数字を使ってお

ります。 

 下段の表をごらんください。最終処分場の整

備期間を、２０２６年度、平成３８年度までの

８年間としております。その後、埋め立て期間

を１５年間、２０４１年度までとしておりまし

て、年度ごとの不燃性残渣の排出量を推計した

表になっております。 

 総量が１万１７３７トン、整備後の１５年間

の排出量は７４８４トンになり、この量が整備

計画の基礎となる数字になってまいります。 

 ２ページをごらんください。 

 こちらのほうは、西日本地域で受け入れの可

能性のある民間の最終処分場の状況を、ヒアリ

ングなどを行い、調査をした結果を示した表に

なります。 

 この中で、真ん中の三重県の民間最終処分場

は、容量も一番大きく、２０６０年度までは受
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け入れ可能との調査結果が得られております。 

 下の表につきましては、一般的な最終処分方

針案をＡ案からＧ案まで取りまとめたものにな

ります。一般的に整備されている方法でござい

ます。ただ、Ｅ案とＦ案につきましては、現

在、埋まっている廃棄物を圧縮する工法という

ことになりまして、これにつきましては施工が

困難と考えられることから、今後の検討課題か

らは外すということで取り扱っております。 

 そういったものを取りまとめたのが、最後に

つけておりますＡ３判の横開きの表になりま

す。こちらのほうも一応、施設の形状、それか

ら必要な事業費、それからそれぞれの特徴につ

いて、まとめているところでございます。あく

までも、こういうものがあるということをお示

しさせていただく資料として、お捉えいただけ

ればと思います。 

 Ａ案は新オープン型最終処分場、Ｂ案が被覆

型最終処分場。これらは新しく最終処分場をつ

くる案で、Ａ案は屋根のないタイプ、Ｂ案は八

代生活環境事務組合のように最終処分場の上に

屋根をつける形、こういうタイプの違いがあり

ます。 

 Ｃ案につきましては外部委託処分、これは最

終処分場をつくらずに外部に委託をしていくと

いうところでございます。 

 Ｄ案が、現在あります最終処分場を再生する

ということで掘り起こし再生利用案と、上のほ

うに積み上げる形状型変更案ということで、現

在の最終処分場を活用するという案になってお

ります。 

 その下のほうには、それぞれの必要な事業費

をですね、つけております。また、特徴等をま

とめております。ただ、この事業費について

は、用地取得費を加えておりませんので、単純

に工事に係る経費だというふうにお捉えいただ

ければと思います。 

 Ａ案、Ｂ案につきましては、市がみずから最

終処分場を整備することで、将来にわたり責任

を持って適正に埋立処分を行うことが可能にな

ります。ただし、建設予定地の状況により事業

費が大きく変わるため、採用においては十分な

候補地検討が必要となってまいります。 

 一方、Ｃ案は最も安価となりますが、平成３

９年度以降は処分先が近畿、中部地方と遠方に

なりますことから、かつ将来的な処分先とし

て、確定させることは難しいのではないかと考

えております。 

 また、Ｄ案、Ｇ案につきましては、比較的事

業費が高く、その他の課題も多いため、優位な

状況ではないというふうに考えております。 

 以上のように整理しておりますけれども、施

設整備方法は建設場所に左右され、また、事業

費についても整備方法によって大きく変化しま

す。どの方法が一番妥当であるか、そういった

意味から判定は行っておりません。 

 これらの調査・検討結果として、今後、市有

の最終処分場の整備が必要になるということ

で、候補地の選定作業に入る必要があるという

ことで判断した次第でございます。 

 最終処分場整備事業につきましては、本年度

から環境センター建設課において着手いたしま

したが、今年度いっぱいで本課がなくなります

ことから、３１年度には環境課内に新しく設置

されます環境施設整備推進室において、候補地

の選定、施設整備の内容、規模の検討など関連

業務を行っていくことになります。 

 以上が、資料２、最終処分場の整備方針につ

いてということになります。 

 最後に、環境センター建設事業もいよいよ３

月末で終了することになりましたけれども、長

きにわたり事業を順調に進めてくることができ

ましたのも、また、本市のごみ処理拠点をです

ね、清掃センターやクリーンセンターから環境

センターにスムーズに移行できたのも、市議会

を初めとします市民の皆様、関係機関の皆様の
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御指導、御理解、御協力のおかげであると感じ

ております。お礼を申し上げ、御報告とさせて

いただきます。 

 以上でございます。 

○委員長（中村和美君） はい、ありがとうご

ざいました。 

 本件について何か質疑、御意見等はありませ

んか。 

○委員（山本幸廣君） 今、最後にですね、処

分案の検討、比較の検討ね、これについて今、

外部の委託の処分、説明があったんですけれど

も、将来的に処分先としては確定できないと。

２０年先の話ね、これね。（理事兼環境センタ

ー建設課長山口敏朗君「そうです、はい」と呼

ぶ） 

 ３９年だからね、私は生きていないんだけど

も。まあ、処分先、２０年先、３９年ぐらいに

検討したらいいんじゃない、その２年ぐらい前

にね。というような意見ね。 

○理事兼環境センター建設課長（山口敏朗君） た

だ、ガラス・陶磁器については、ちょっと急が

なきゃいけない部分もあるかなというふうには

考えております。 

○委員（山本幸廣君） まあ、これから検討。

委員会には、ぜひともそれを報告してくださ

い。（理事兼環境センター建設課長山口敏朗君

「はい」と呼ぶ） 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（堀 徹男君） 環境センター建設完了

報告ということでいただいたんですけど、車庫

棟・洗車棟のですよ、当初つくられた利用方法

と今違っているじゃないですか。現在、この間

お伺いしたときは雨ざらしですよね、車。

（｢そうやったね」と呼ぶ者あり）今後どうさ

れるのかなと。完了とおっしゃったんですけ

ど、もう車は、当初の車庫棟に入れるというの

から外れて、今、紙とか何とか入れているでし

ょう。それは次、どうされるおつもりなのかな

と思って。 

○理事兼環境センター建設課長（山口敏朗君） ま

ず、車庫棟・洗車棟ということで整備させてい

ただきました車庫でございますけれども、ま

ず、マテリアルリサイクル推進施設の中におさ

まるべき資源物というのが、計画を立てまして

整備が終わるまでの間に法令が変わって、小型

家電の扱いが変わってきたというところ、それ

から量的なものと処理的なスピードの問題とい

うことでですね、例えば、資源物として紙関係

のほうなんですけども、３日、４日分の貯留施

設しか基本設計上、つくれなかった部分が、１

週間に１回ぐらいしか取りに来ていただけない

とか、そういう部分もありまして、車庫棟のほ

うにそういったものの資源物を移さざるを得な

かったと。当初計画しましたものよりも、ちょ

っと資源の扱い方が変わってきた部分もござい

まして、ヤードをちょっとふやさなければなら

なくなったという関係で、車庫・洗車棟のほう

を有効活用するしかないということで、そうい

うふうにさせていただきました。 

 車両につきましては、今現在、外に置いてい

る状況で、当初計画と全く変わった状況にはな

っておりますけど、当初は車庫の中に入れると

いうことで計画してきたものの、ヤードの関係

でですね、どうしても車を外に出さざるを得な

くなったということで、今、通常の使用の場合

はですね、車庫棟から出して通常の業務を行っ

ております。ただ、これが台風でありますとか

いろんな状況になりますと、マテリアルの棟の

中にですね、収納いたしまして、そこはきちん

と入れていくと。ただ通常業務の中では先ほど

述べましたとおりやっていくという形で、今や

っているところでございます。 

 ただ今後、車庫棟をつくるかとなりますと、

それはまた再検討しなければいけない部分かな

というところがありますので、これはまた検討

していかなければならない部分かなと思ってお



 

－64－

ります。 

 以上でございます。 

○委員（堀 徹男君） 車庫棟もたしか５億円

ぐらいかかっているんですよね。中に入れてい

るものが資源回収後の紙とかですよね。どっち

が大事かって話で、車庫棟をつくるんじゃなく

て、回収物を入れるプレハブみたいなものでい

いんじゃないですかね、もしつくるとしたら。

その辺は意見としてちょっと言っておきたいん

ですけど。（｢意見だそうです」と呼ぶ者あ

り） 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で、

環境センター建設事業の完了についてを終了い

たします。（｢ありがとうございました」と呼

ぶ者あり） 

 そのほかに、当委員会の所管事務調査につい

て、何かありませんか、委員の皆さん。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） それでは、本委員会

の管外行政視察について、委員の皆さんの御意

見を伺いたいと思います。 

 しばらく小会いたします。 

（午後４時４２分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後４時４６分 本会） 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 本委員会の管外行政視察については実施した

いと思いますが、これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 異議なしと認め、そ

のように決しました。 

 ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で所

管事務調査２件についてを調査を終了いたしま

す。 

 次に、閉会中の継続審査及び調査の件につい

てお諮りいたします。 

 当委員会の所管事務調査２件については、な

お調査を要すると思いますので、引き続き閉会

中の継続調査の申し出をいたしたいと思います

が、これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 次に、本委員会の派遣承認要求の件について

お諮りいたします。 

 本委員会は、２０１９年５月８日から１０日

までの３日間、都市計画・建設工事に関する諸

問題の調査、生活環境に関する諸問題の調査の

ため、行政視察にまいることとし、視察先及び

視察内容については委員長に御一任いただき、

決まり次第、議長宛て派遣承認要求の手続をと

らせていただきたいと思いますが、これに御異

議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 以上で、本日の委員会の日程は全部終了いた

しました。 

 これをもって、建設環境委員会を散会いたし

ます。 

（午後４時４８分 閉会） 
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